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ごあいさつ

常陸大宮市は,茨城県の北西部,県都水戸から約20k mの 八溝山地及び阿武隈山地の南端と

関東平野周縁大地北端の境界部に位置し,東に久慈川,南に那珂川,中央部に緒川,玉川が流

れ,市の 6割を山林が占めています。

久慈川と那珂川の二大河川の沿岸には,肥沃な土地が開け,豊かな自然に恵まれ古 くか ら

人々の生活の場となり,多くの歴史を重ねております。そのためこの地域には,古墳・塚・集

落跡など多くの遺跡が存在しております。これらの遺跡は,当時の様子を知る手がかりとなる

ことはもちろんのこと,現代の私たちが豊かに生活をすることができる先人の業績でもありま

す。

このような貴重な文化遺産を後世に伝えることは,私たちの大切な任務であり,郷土の発展

のためにも貴重なことと考えております。

このたびの調査は,道路の拡幅事業に伴い,周知の遺跡である西塙遺跡の発掘調査による記

録保存を目的に行つたものであります。遺跡内からは,有段堅穴建物・堅穴住居跡 (縄文,平

安)・ 土坑 (縄文)。 柱穴 (縄文)・ 井戸跡 (中世)。 縄文土器 (中期)・ 石器 (縄文)・ 土

師器 (平安)。 土師質土器 (中世)などが多数検出されました。この調査報告によって地域の

祖先の遺業をしのぶことができるとともに,文化財に対する意識がいっそう深まり,遺跡愛護

の精神や郷上の文化を培う上で貴重な資料として役立てていただければ幸いであります。

最後になりますが,発掘調査にあたり格別のご指導を賜 りました茨城県埋蔵文化財指導員の

川崎純徳先生,そ してご協力いただきました地元の関係者,適正かつ慎重な調査をいただいた

発掘業者 有限会社 日考研茨城様,各位に心から厚く感謝を申し上げます。

平成21年 9月

茨城県常陸大宮市教育委員会



例  言

1,本書は、常陸大宮市の委託を受けて、常陸大宮市教育委員会の指導のもと、有限会社 日考

研茨城が行った、道路改良工事に伴う記録保存調査を目的とした発掘調査報告書である。

2.本書は、下記の遺跡を収録したものである。

本調査 西塙遺跡 (に しはなわいせき) 茨城県常陸大宮市野口2011-8他 17筆

3.発掘調査の現地調査及び整理調査は、下記の期間に実施した。

本調査期間 平成21年 2月 12日 ～平成21年 5月 23日

整理調査  平成21年 6月 1日 ～平成21年 9月 30日

4。 発掘調査組織は下記の通 りである。

調査担当者  大渕 淳志[(有 )日 考研茨城]現地

調査員    遠藤 啓子[(有 )日 考研茨城]現地・整理

現地調査作業員 小野豊、佐賀 実、塩澤和紀、相田二郎、露久保二郎、佐藤 賞、

戸村 均、谷中 昌、岡崎 稔、藤岡 勤、伏見公男、綿引昇市郎、

友部政夫、緑川覚吾、沢田すみ江、西宮芳江、皆川典子、島崎清子、

大谷和枝、菅原裕子、浜敏子

整理調査作業員 大渕由紀子 。大野美佳[以上(有)日 考研茨城]

事務局     常陸大宮市教育委員会 (有)日 考研茨城

5。 本書の編集執筆は、小川和博、大渕淳志が行った。

6.本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

7.遺構の略称に使用した記号は以下の通りである。

竪穴住居跡 。有段堅穴建物 :SI 土坑 :SK  井戸跡 :SE  その他の遺構 ISX

撹乱 :K

8.本書中の色調に関する表現は新版標準土色帖 (農林水産技術会議事務局監修2000年版)に

従った。

9.遺構および遺物の写真撮影は大渕淳志・小川和博が行つた。

10,記録および出土遺物は、常陸大宮市教育委員会が保管している。

11.発掘調査および報告書の作成にあたり、以下の方々のご教示・ご高配を賜った。記して、

深く謝意を表す次第です。 (敬称略・順不同)

茨城県教育委員会、取手市埋蔵文化財センター、川崎純徳、瓦吹 堅、宮内良隆 川日武彦
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PL。15 1.土坑SK69  2.土 坑SK78  3.土 坑SK80
PL.16 1.土坑SK86  2.土 坑SK100  3.土 坑SK107
PL。17 1.土坑SK159  2.土 坑SK160  3.土 坑SK160。

PL。18 1.土坑SK164  2.土 坑SK165  3.基 本層序

PL。19 1.住居跡S102  2.井戸SE02  3.井戸SE03
PL.20 旧石器時代遺物  住居跡S101  有段竪穴S103

PL。21 有段竪穴S104

PL.22 有段堅穴S106(1)

PL.23 有段竪穴S106(2) 有段竪穴S103

PL.24 有段竪穴S104  有段竪穴S106

PL.25  土坑SK01
PL.26 土坑SK07  土坑SK09
PL27 土坑SK10  土坑SK14(1)

PL.28 土坑SKl項 2) 土坑SK15
PL.29 土坑SK16  土坑SK17  土坑SK22
PL.30 土坑SK30  土坑SK31
PL.31 土坑SK34  土坑SK36  土坑SK42(1)

PL。32  土坑SK42(2)  上坑SK42・ SK43
PL.33 土坑SK45  土坑SK46  土坑SK48
PL.34 土坑SK60(1) 土坑SK60(2) 土坑SK61
PL.35  土坑SK64  土坑SK68・ 79・ 83  土坑SK73
PL。36  SK77   SK78
PL.37 土坑SK80  土坑SK86
PL.38 土坑SK88  土坑SK89  土坑SK91
PL.39 土坑SK94  土坑SK100
PL。40  SK107   SK121   SK155   SK159
PL.41 土坑SK160  土坑SK174  住居跡S102

161・ 1624捕圧
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第 I章 調査の経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

本発掘調査は,道路の建設に伴う事前調査である。平成20年 2月 13日 に常陸大宮市長 矢数 浩 から常陸大宮市教

育委員会に埋蔵文化財の所在の有無の照会が提出され,それに基づき,市教育委員会は同年10月 21日 から10月 29日

に建設予定地内に試掘調査を実施した。調査はトレンチ方式で行い,試掘の結果は堅穴住居跡・土坑・遺構 。土器片

等が検出され,遺構はかなり密集していることが確認できた。明らかに古代の集落が所在することが判明した。平成

20年 11月 19日 に茨城県教育委員会との協議により,本調査を実施することとなり,その後入札により,有限会社 日

考研茨城に調査依頼を行う。その後,常陸大宮市教育委員会・常陸大宮市 。有限会社 日考研茨城は三者協議を行い
,

確認調査の結果に基づき平成21年 2月 6日 から平成21年 4月 30日 まで本調査を実施した。

(常陸大宮市教育委員会)

第 2節 調査経過

西塙遺跡の本調査は、平成21年 2月 12日 から5月 23日 まで実施した。調査は昨年10月 開発予定地に対し試掘 トレ

ンチを設定し、ほぽ全域から縄文時代中期の遺構および遺物を検出している。この報告を基に開発予定地の全域

7,650笛を調査することとなった。また工事工程の都合により調査対象区を大きく2期に分割して実施した。第 1期

は既存の道路下部を対象とした。ここは以前発掘調査された第 1次調査区との接続する部分で、南北既存道路であり、

さらに束西に通る幅 5～ 10m前後の農道である。いずれも現在畑地や墓地に行く生活道路でもある。また本道はす

でに砂利舗装され、道路下は水道管が埋設されているなど調査範囲は限定されているものの、掘削については十分注

意を払う必要が生じた。少なくとも水道管の埋設部と水道管保護のためにその周辺の掘削は不可能であつた。それで

もまず重機による表土除去から開始し、遺構確認のための精査を人力により行った。第 1次調査で既に把握されてい

たとはいえ、黒色上の落ち込みである遺構は、ほぽ隙間なく分布していることが判明したため、さらに丁寧な精査を

繰り返すこととなった。検出される遺構はいずれも円形もしくは略円形といつた円系統で径 lm前後がもっとも多く、

3mを越すものもいくつか存在し、逆にlm以下も多かつたが、これら大半は縄文中期の土坑であった。また南北道

路南側から比較的大きく、方形を呈する遺構を確認した。床面までの深度は浅く、土坑覆上の状態ではないため住居

跡(S101)と した。さらに東西道路も同様に黒色の落ち込みが隙間なく分布し、いずれも土坑と判断できるものばかり

であった。上面の遺構確認精査後、覆土断面を観察すため、基軸線を東西とするセンターセクションラインを設定し、

南側の床土除去から遺構調査を開始した。覆土堆積の実測・写真撮影の後、北側の床土除去し遺構の全掘をし、平面

図、写真撮影を行い、 3月 23日 に第 1期調査を完了する。

第 2期は新道建設のため現存畑地が対象となった。本調査区は東西に通る幅20～ 26m、 長さ290印で、幅広く距

離があるため市教育委員会が試掘調査を実施した区域である。東側から重機による表土層除去を開始した。この新道

部分は全体的に既存道路部とは異なり、遺構の分布が比較的希薄で、とくに大きな撹乱の影響を受けた東側は遺構が

ほとんど検出できず、わずかに南側の未調査区域に延びる有段竪穴の一部が確認できた程度あった。この東西道路部

分については既存の南北道路と接する中央部分に土坑が集中するものの、西側も遺構密度からみるとかなり薄い。し

かし、この東西道路部分の中央から西側にかけては有段竪穴と称される遺構が 3軒検出されている。しかも西端では

9世紀代の竪穴住居跡 1軒が確認された。また縄文土坑も少なくはないが先の 1期調査区と比較するとその比ではな

い。住居跡は土坑調査と同じく上面の遺構確認精査後、覆土断面を観察するため、基軸線を東西と南北の2本をセン

ターセクションラインとして設定し、覆土を4分割して床土除去から調査を開始した。覆土堆積の実測・写真撮影の

後、いわゆるセクションベル トを除去し全掘をし、平面図、写真撮影を行う。また中央部分から中世の井戸跡が 3基

と柱穴群検出されている。

以上検出された遺構として、縄文時代の住居跡 1軒 と有段竪穴4軒、平安時代の竪穴住居跡 1軒、縄文土坑152基、

中世の井戸跡 6基、柱穴状遺構である。またこれら遺構から検出される遺物も豊富で、縄文土坑から出土する土器の

うち完存するもの、あるいは一部完存し復元できるものは20個体以上あり、大型破片は多数出土している。また石
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器類も多く、とくに磨石類は圧倒的な数を占めており、出土石器の 9割以上は凹石、敲石といった磨石類で、そのほ

か磨製石斧・打製石斧・石皿・台石・石鏃はいずれも数点である。これらはいずれも土坑覆土中からの出土である。

なお東西新道路西側の北側で、高位面である北側調査区に旧石器文化層を確認するための深堀グリッド2X2mを

設定し調査を実施する。すでに調査中において縄文土坑から剥片であるが、旧石器の石器が 4点検出できた。

(/JヽナII禾日1専 )

第 3節  調査 日誌

2009年 2月 12日 ～ 5月 23日

2・ 12準備作業。調査区を設定する。

2・ 13重機による表土層除去を開始する。(～4。 22まで実施する)

2・ 16入力による精査作業を開始。

2・ 17～ 2・ 25 表土層除去作業および遺構検出作業。

2・ 26土坑(SK01～ 15)を検出し、セクションベル トを設定し床土除去作業。

3。 2 土坑(SK06～ 21)の検出作業。測量杭打ち作業。

3・ 3 土坑(SK10～ 30)を 検出し、セクションベル トを設定し床土除去作業。

3。 4 土坑(SK10～ 31)を 検出し、セクションベル トを設定し床土除去作業。

3・ 5 土坑(SK20～ 46)を検出し、セクションベル トを設定し床土除去作業。

3・ 7 土坑(SK30～ 55)を 検出し、セクションベル トを設定し床土除去作業。

3。 9 土坑(SK40～ 67)検出作業。

3・ 10土坑(SK50～ 82)検出作業。
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3・ 11土坑(SK60～ 99)検出作業。住居fII(S101)の検出作業。

3。 12土坑(SK80～ 102)を検出し、床土除去作業。

3・ 13土坑(SK90～ 116)の検出作業。住居跡(SI02)検 出作業。

3・ 16土坑各セクション実測・写真撮影。

3。 17土坑のセクションベル ト除去作業。

3・ 18土坑(SKl16～ 120)の検出作業。住居跡(S102・ 03)検出作業

3・ 19土坑(SKl16～ 120)の検出作業。住居跡(S102・ 03)検出作業。セクション実測。

3・ 21住居跡(S103)の 検出作業。セクション・平面図実測・写真撮影。

3・ 23住居跡(S103)の 検出作業。セクション・平面図実測。

3・ 24平面図実測。清掃後写真撮影(完掘・遺物出土状況)。

3。 25平面図実測。清掃後写真撮影(完掘)。

3・ 26平面図・エレベーション図実測。

3・ 27平面図・エレベーション図。全測図実測。遺物取り上げ作業。

4・ 1 全測図実測。住居跡(S104)、 土坑(SK122～ 129)、 ピット(Pit04)群検出作業。

4・ 2 住居跡(S104・ 05)、 土坑(SK129～ 133)検 出作業。

4・ 3 住居跡(S105)、 土坑(SK132～ 134)検出作業。セクション実測・写真撮影。

4・ 6 土坑セクションベル ト除去作業。遺構写真撮影。

4・ 7 住居跡(S106)検 出作業。

4・ 8 住居跡(SЮ6)検出作業。エレベーション・平面図実測。

4・ 9 住居跡(S106・ 02カマ ド)、 土坑(SK135～ 153)検 出作業。セクション図実測・写真撮影。

4・ 10住居跡S102カ マ ド調査、土坑(SK154～ 158)検 出作業。ベル ト除去後写真撮影。

4・ 13全測図作成。遺構写真撮影。

4・ 14土坑(SK157～ 160)検 出作業。清掃後写真撮影。

4・ 15土坑(SK159～ 164)検 出作業。セクション図実測 。写真撮影。

4・ 16土坑(SK164)、 ピット群、井戸跡(SE02)検出作業。

4。 20土坑(SK108。 124・ 164～ 166)検 出作業。旧石器時代グリッド調査を開始する。

4・ 21土坑(SK164・ 167～ 172)検 出作業。

4・ 22各土坑ベル ト除去作業。平面図・全測図実測。

4・ 23住居跡(S106)、 井戸跡(SE04～ 06)検出作業。土坑完掘写真撮影。

4・ 24測量調査。住居跡(S106)写 真撮影。住居跡(S102)貼 床除去作業。土坑(SK173)、

井戸跡(SE04～ 07)検出作業。平面図・エレベーション図実測。

4・ 27住居跡(S103～ 05)の 貼床除去作業。

4・ 28住居跡(S106)の 貼床除去作業。旧石器時代確認グリッド調査・セクション実測。

4・ 30航空写真撮影。茨城県教育委員会による終了確認。

5。 2 重機による埋め戻し作業開始する。(～ 5・ 21まで)

5・ 7 地元野口小学校(約 30名 )に よる遺跡見学会。

5。 22常陸大宮市による完了に伴う立合い検査。

5。 23本 日にて西塙遺跡の発掘作業を終了する。重機および機材類の搬出。

(大渕淳志・小川和博)

第 4節 遺跡の位置 と周辺の遺跡

第 1項 遺跡の位置

西塙遺跡は茨城県の北部、常陸大宮市野口20118番地他に所在する。北緯36度 33分 6秒、東経140度 19分45秒に

位置する。ここは平成16年の市町村合併前は御前山村にあたり、もともと村は中央を東西流する一級河川那珂川に



第4節 遺構の位置と周辺の遺跡

よつて大きく南北に画されていた。北側が緒川村、南側が桂村、西側は栃木県茂木町に接していたも

この西塙遺跡は中央を東西流する那珂川の左岸で旧村の東側に位置し、大きく開析された河岸段丘上に立地する。

ここは北側に標高100mの丘陵を後背地にもち、那珂川に向力ヽって急傾斜していくが、野口地先付近で傾斜が急に緩

くなり、遺跡はこの緩傾斜面ほぼ全面に形成されている。周知されている遺跡の大きさは南北500m、 東西550mの

規模をもち、中心地の標高は60m前後でやや北側が高く、南側が低い、その比高差は約 2mである。さらに遺跡の

南端は急崖となり那珂川の河川敷に至 り、標高差は40m前後にも達する。なお、河岸段丘は大きく発達した 1段の

みで、東側は緒川によって開析された小さな湾状地形がみられ、西側は小支谷による傾斜面でi遺跡の占地する台地

を画している。

.                  (小 川和博)

第 2項 周辺の遺跡

旧御前山村での発掘調査については、一昨年本遺跡と同じ西塙遺跡のみで平成 9年野田市場塚の測量調査以外は主

と調査は行われていない。しかし、現在までに旧教育委員会による分布調査が実施されており、97ヶ 所の遺跡が周

知されている。ここでは旧石器時代として大倉遺跡(1)で ltヶ 所、縄文時代は多く55ヶ所、.弥生時代は少なく2ヶ所、

古墳時代集落跡 7ヶ 所、古墳 1基、旧村内で最も多い奈良・平安時代が71ヶ所、さらに城跡等を含め中世遺跡は24

ヶ所が確認されている。しかし、既述したように正式な調査記録がないため、合併後の常陸大宮市を総括して、周辺

の遺跡について触れておきたい。

まず旧石器時代の遺跡については 「梶中遺跡」で調査され、槍先形尖頭器が出土し、「小野天神前遺跡」でも細石

核が採集されている。そのほか市内最古といわれている「小野高ノ倉遺跡」および上坪遺跡、鷹巣戸内遺跡が知られ

ている。次ぎの縄文時代では比較的.よ くまとまっているよ「梶巾遺跡」をはじめ、「諏訪台遺跡」「宮中遺跡」「富士山

遺跡」が知られてお り、とくに中期の大集落として確認された 「坪井上遺跡」「高ノ倉遺跡」では本遺跡とほぼ同時

期の集落跡である。まず昭和51、 58年 に調査された 「梶巾遺跡」では土坑16基が検出され、平成 2年に調査された

「諏訪台遺跡」では住居跡が1軒、土坑が16基、堅穴状遺構2基検出された。「坪井上遺跡」は、平成5年 に調査され、

住居跡19軒、土坑75基が検出された。とくにヒスイ製の大珠が8点確認されてお り、特筆される。「高ノ倉遺跡」は

平成16年 に調査が行われ土坑が223基検出された。また正式な調査は行われていないが、「河井台遺跡」では多量の

石鏃が採集されている。また縄文早期 。中期から弥生時代に営まれた 「小野天神前遺跡」は、主となる晩期段階で土

偶や亀形土製品をはじめ石剣、石棒、独鈷石等祭祀具が多数出土している。そして当遺跡は県内でも数少ない弥生時

代中期前半まで継統され、市内に限らず県内を代表する遺跡のひとつとなっている。そのほか周辺地域では、後期の

「富士山遺跡」や 「梶巾遺跡」が著名である。以上のほか弥生時代の遺跡は明確ではないものが多い。

古墳時代では須恵器や形象埴輪を含めた豊富な埴輪の出土が知 られている「鷹巣古墳群(023)」 のほか、前方後方

墳である「富士山4号墳」は墳長38mを 測 り、県内でも最古の古墳のひとつとして周知されているとまた 「糠塚古

墳(022)」 は80mの 大形古墳である。また集落跡も数は少ないが報告されている。「梶巾遺跡(007)」 では前・中期の

住居跡が検出されている。さらに玉川左岸には「雷神山横穴群(091)」 と「岩欠横穴群(139)」 があり、いずれも5基

ずつ確認されている。次ぎの奈良・平安時代の遺跡は全体的に多く、「鷹巣(原)遺跡(010)」 では 8世紀中葉から10世

紀にかけて32軒の住居跡が確認されている。さらに隣接して 「鷹巣瓦窯跡(042)」 が知られており、ここで焼かれた

瓦が住居跡のカマ ド構築材として利用されていた。そのほか最近調査された 「上宿上坪遺跡(094)」 や 「上坪遺跡

(033)」 では明確な集落跡として注目されている。

最後に中世では城跡として旧御前山村においては 「川野辺城(076)」 が周知されている。川野辺城跡は藤原通直が

991年頃に築城し、川野辺氏を名乗って居城したことから川野辺城と呼ばれている。西塙遺跡の東側、那珂川左岸の

段丘上に造築された平山城である。そのほか野口古城(015)、 桧山古館(030)、 要害城跡(056)、 時薙館跡が知られて

いる。またそのほか市内には「宇留野城跡(038)」 や 「菅又城跡(100)」 が知られているが、先に調査した 「上宿上坪

遺跡(094)」 では明瞭な館跡は確認できなかったが、溝や土坑から古瀬戸の平碗 。茶壺、志戸呂の播鉢、常滑の亀や

内耳土器、さらに硯の出土が報告されている。

(小川和博)
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86:高塚塚  94:時た館跡

81:西塙遺跡  76:,II野 辺城跡  77:御城遺跡

83:若宮遺跡  84:上宿遺跡  85:上川原遺跡

第 3図 遺跡周辺の地形図 (1:10,000)
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Tab l 西塙遺跡と周辺遺跡一覧

ξl諄彗争 ]ヨ筆gξ
l馨舗麟ヨ締疇 ]離1離 越緊魏導軸 1熟富雪騨g

S筆ヨ1鱒響雪g語霞
081 西塙遺跡 集落跡 縄文、古墳、奈平、中世、近世

060 葛野遠跡 包蔵地 奈平

061 中平遺跡 集落跡 縄文、奈平

062 萩崎遺跡 集落跡 縄文、奈平

063 井戸上遠跡 集落跡 縄文、奈平、近 世

064 清水遺跡 集落跡 奈 平

065 森前遺跡 集落跡 縄文、奈平

066 下平道添遺跡 集落跡 奈平

067 榎内古墳 古墳 古墳

068 京銭内遠跡 集落跡 古 墳

069 山根遠跡 集落跡 縄文、弥生、古墳、奈平

070 片セ田遺跡 包蔵地 奈平

072 成井遺跡 包蔵地 奈平

073 岡原遠跡 集落跡 縄文、古墳、奈平

074 矢口遠跡 集落跡 縄文、弥生、奈平

075 八幡遠跡 集落跡 奈 平

076 川野辺城跡 (野 口城跡) 館跡 中世

077 御城遺跡 集落跡 奈平

078 館違跡 集落跡 奈平

079 内古屋遺跡 集落跡 奈平、中世、近世

080 西塙遺跡(野 口) 集落跡 縄文、古墳、奈平、中世、近世

082 若宮戸遠跡 集落跡 縄文、奈平

083 若宮遠跡 集落跡 縄文、奈平

084 上宿違跡 集落跡 縄文、奈平

085 上川原遺跡 集落跡 奈 平

086 高塚塚 塚 湮減

087 津波東遠跡 集落跡 縄文、奈平

093 八幡塚 塚 現在、未確認

094 時衆館跡 館跡 近世

096 新京寺館跡 (野口平館跡) 館跡 近世
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第 5図 遺構配置図(1)
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第 6図 遺構配置図(2)
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第 8図 遺構配置図(4)
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第 9図 遺構配置図(5)
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

第 1節 概要 (第 3図 )

常陸大宮市野口に所在する西塙遺跡は、旧御前山村の東側、那珂川左岸の標高約60mの河岸段丘上に立地する。

ここは南側に流れをもつ那珂川によって形成された河岸段丘が大きく広がり、東側が緒川に画せ られる。段丘上には

平坦面は少なく、北側から南側へ緩傾斜し、さらに西側の溺れ谷に向かつて傾斜していく。遺跡はこの河岸段丘上ほ

ぼ全面に広がつており、今回既存道路下と新規計画の道路予定地7,650∬を調査し、縄文時代中期中葉から後葉の時

期を中心とする住居跡 1軒、有段竪穴 4軒と上坑152基、さらに平安時代の竪穴住居跡 1軒、中世の井戸跡 6基と土

坑20基が検出された。

第 2節 基本層序 (第 4図 )

今回の調査で、旧石器時代に係る文化層を確認するために、深掘調査を実施した。すでに縄文時代の土坑覆土中か

ら旧石器時代の石器が 4点確認されたため、遺構の希薄である調査区西側に 2× 2mのグリッドを設定して調査した。

あいにく明確な旧石器文化層や遺物は検出できなかったものの、市内の資料蓄積としてローム層の調査を行い、今後

の調査の資料に供したい。設定した地点は本調査区の高位面にあたり、段丘緩傾斜で、標高58.10mを 最高位とする。

なお鍵層はⅨ層の鹿沼軽石堆積層である。

I層 耕作土・黒褐色土層(10YR2/3)締 りに欠け、粘性に欠ける。

Ⅱ層 黒色土層(10YR2/1)ロ ーム粒子を僅かに含み、締 りがあり、粘性がある。遺物包含層である。

Ⅲ層 灰黄褐色硬質ローム層(10YR5/2)暗いハー ドローム層。粘性があり、堅緻で締りがある。鹿沼軽石粒子を少

量含む。層厚は25～ 32cm前後を測る。

Ⅳ層 橙色硬質ローム層(10YR5/4)明るいハー ドローム層◇堅緻で締 りがある。赤色スコリア粒子を多量に含む。

層厚は25～ 32cm前後を測る。

V層 褐灰色硬質ローム層(10YR5/1)ハ ー ドローム層。締 りがある。層厚は28～ 35cmを 測る。鹿沼軽石粒子を少

量含む。

Ⅵ層 淡黄色軽石層(10Y3/3)鹿沼軽石層。締りがあり、粘性が強い。層厚は25cm前後としつかりした層位を示す。

白色粒子を少量含む。

Ⅷ層 赤橙色硬質ローム層(10R6/8)全体的に赤系のハー ドローム層。締りがある。赤色スコリア粒子を多く含む。

層厚は最大28cmを測る。

Ⅷ層 暗赤褐色褐鉄鉱層(10R3/3)褐鉄鉱層、堅緻で締 りがある。

Ⅸ層 灰白色粘土層(10YR 8/2)粘土層。締 りがあり、粘性が強い。

5&00-

5700-―― I耕 作土(10YR2/り
Ⅱ 黒色土(10YR2/1)
Ⅲ 灰黄掲色ローム(10YR5/2)
Ⅳ 桧色ローム(2 5YRS/81

V褐 灰色ローム(lCIYRS/1)

M鹿 沼軽石(2 5YR3/4)

lll赤橙色ローム(10R6/8)

III暗赤褐色褐鉄鉱(10R3/3)

区 灰自色格土(10YP3/2)
Xlこぷい黄橙色ローム(10YR3/4)

♀     I     Im
(1/40)

第11図 基本層序
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X層 にぶい黄橙色ローム層(10YR3/3)締 りがあり、粘性が強い。白色粒子を少量含む。

検出された遺構はいずれもⅢ層の上面で確認されている。

(/1ヽ ナ
「

1不日十事)

第 3節 旧石器時代の石器 (第 12図 )

1はホルンフェルス製の中型の石刃状剥片で、縦長剥片を素材とする。上面に打面を残し、おおむね上位方向から

の剥離面で構成され、表面下部には礫面が残置しているぅ中央横断面は三角形を呈する。大きさは長さ7.784cm、 最

大幅3.239cm、 最大厚 1.074cm、 重量28.98gを測る。柱穴状遺構群出土。 2も ホルンフェルス製の剥片であるが、や

や大きな石刃状剥片である。縦長剥片を素材とし、上面に打面を大きく残し、ほぼ上位方向からの剥離面で構成され

ている。中央横断面は三角形を呈する。大きさは長さ8.219cm、 最大幅5.584cm、 最大厚 1.538cm、 重量78.4gを 狽1

る。柱穴状遺構群出土。 3は安山岩製の中型剥片。上面に打面を残し、おおむね上位方向からの剥離面で構成され、

表面には礫面が残置 している。中央横断面は三角形を呈する。大きさは長さ5,673cm、 最大幅4.487ёm、 最大厚

1.166cm、 重量22.20gを測る。土坑SK35覆土出土。 4は頁岩製の横長剥片。やはり上面に打面を残し、上位および

横位方向からの剥離面で構成されている。大きさは長さ2,759cm、 最大幅4.891cm、 最大厚0.807Cm、 重量9.56gを

測る。土坑SK35覆土出土。

(小川和博)

第 4節  縄文時代の遺構

第 1項 竪穴住居跡

1)竪穴住居跡S101(第 13図～第14図 )

調査区南側、 I区南端に位置する。立地する標高は57.52～ 57.61m。 東側 I区半分が未調査区域に延びている。

検出された東西軸2.40m、 南北軸2.53mと 南北に長い楕円形を呈する。南北軸を通る主軸方位はN-25° 一Wを指

す。壁高は 6～ 12cmを 測 り、比較的良好な掘り込みである。床面はほぼ平坦で、僅かに貼床部が検出できた。壁溝

耐

７

尊

第12図 旧石器時代の遺物
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

は北側壁に掘削されている。幅12～ 18.Ocm、 深さ 5～ 11.Ocmで ある。柱穴は西壁際に 1本検出された。大きさは

径16.0× 18.Ocm、 深さは27.5cmを測る。さらに居住内の北壁中に土坑状の柱穴が穿ってあるが、本跡に伴うもので

はないであろう◇因みに径50X66cm、 深さ83.5cmで ある。炉跡は確認できなかった。住居覆土はほぼ全面を黒褐

色土で覆われているが、レンズ状の堆積状態を示す自然堆積層である。

覆土中より出土した土器は中期中葉の土器で、大木 8a式期である。また石製品として磨石類 1点が出土している。

1は小突起をもつ深鉢。突起部を基点に縄文施文された隆帯が巡る。 2は波状口縁で円孔の穿った山形突起に隆帯

上は縄文施文され、角押文によって区画される。日縁部は無文帯となり、刻みにある平行沈線文を区画文とする。日

辺部が一もしくは 2条沈線文による区画内に一列の刻文帯が施文されるもので、さらに口縁部は縄文帯と無文帯をも

つ深鉢である。 3は縄文地文に貼 り付け隆帯により、頚部は連続コの字文を巡らし、胴部は渦巻き文とそれに連結す

る懸垂文および意匠文が垂下する。 4は 口唇部に沈線による渦巻文が施文される。 5は 口縁部上端で貼付隆帯上に連

続押捺文が施されている。 6・ 7は深鉢胴部破片。平行沈線による意匠文。 8は浅鉢の口縁。頚部で内側に強く屈曲

する。隆帯による楕円形区画文。10は輝緑岩製の磨石類で、敲石である。

図版番号  材質   長さ 幅   厚さ  重量

10     輝緑岩   12.45   7.42    5.11   12.50

第 2項 有段竪穴建物

1)有段竪穴建物S103(第 15区～第17図 )

調査区西側、Ⅳ区端に位置する有段竪穴建物である。立地する標高は55,48～ 55.65mを測る。検出された外周で

ある上床部東西軸5,17m、 南北軸5.95m。 内周である下床部東西軸3.14m、 南北軸3.61mと 南北に長い楕円形を呈す

る◇南北軸を通る主軸方位はN-45° 一Wを指す。壁高は上床部 5～ 20cm、 上床部と下床部との比高差31cmを測

り、良好な掘 り込みである。上床および下床面ともほぼ平坦で、部分的に貼床部が検出されるものの顕著ではない。

上壁および下壁面伴にほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は上床部で部分的に間欠するもののほぼ全周する。また下床部で

1 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を多く含み、44ま りがあり、粘性にとむ。
2褐色土(10R4/4)   ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

♀       I       ttm
(1/60)
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第13図 住居跡S101実測図
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‐２

第14図 住居跡S101出土遺物 0                   10cm
I         I         I

(1/4)

は北壁部に掘削されている。幅14～ 34.Ocm、 深さ 5～ 26.Ocmで ある。柱穴は33本検出されているが、上床郡と下

床部の接する4隅のPl～ P4が主柱穴である。他は支柱穴であろうが、主柱穴に接している柱穴群については建替

え柱穴の痕跡ではないかとみている。炉跡は検出できなかった。遺構覆土は 5層 に分層可能であつたが、例外なく全

面を黒褐色土で覆われており、レンズ状の堆積状態を示す自然堆積層である。

柱穴計測値 (単位cm)

長径 ×短径  深さ

P1    74× 46   29,8

長径 ×短径  深さ

P2   54× 41    86
長径 ×短径  深さ

P3   36× 35   33.5
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1 黒IIS色 土(10YR3/21
2褐色■(10R4/41
3褐色土(10R76)
4暗褐色■(lCIYR3/4)
5黒褐色土(10YR3/1)

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、消性にとむ。

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

0                2m
l       l       l

(1/60)

第15図 有段竪穴建物S103実測図(1)
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第16図 有段竪穴建物S103実測図(2)
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22.5
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16.3
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31

36

38

P5  30× (20)

P8  31× 26

Pl1  32× 30

P14 31× 19

P17 30× 29

P20  24× 23

P23  33× 20

P26 45× 40

P29  16× 14

P32  24× 23

44.5

29.5

50.5

26.5

29.5

8.3

8.8

37.5

24.5
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P6   37× 32   20.5

P9  52× 48   52.4

P12  18× 16   37.5

P15  22× 15   31.5

P18  27× 23    100

P21  41× 29    19,7

P24  36× 35    32

P27 18× 16    5

P30 21× 18   37

P33 21× 16   27

覆土中より出土した土器は中期中葉の土器で、阿玉台Ⅳ式、大木 8a・ b式期である◇また石製品として赤彩の付

着した磨石のほか、凹了しをもつ磨石類 3点が出土している。

1は波状日縁の深鉢。頂部部から口縁部上端に縄文施文された隆帯が巡 り、頚部では三角形区画文が配する。 2は

口縁上端が連続コの字文を巡らし、胴部は平行沈線文による意匠文。 3は 口縁部上端が幅狭い無文帯となり、沈線に

より区画される。 4は隆帯による枠状区画文。 5は沈線により区画された日縁部は無文帯である。 6は縄文地文に平

行沈線による渦巻文。 7は内側に稜を有する浅鉢。12は |ま ぼ半分を欠損しているが、ほぼ前面赤彩痕で覆われてい

た。素材となる赤彩を作出していたものであろう。 13・ 14は凹孔をもつ磨石類で、磨石としても使用していた。15

は凹石である。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ

12   安山岩   10.08 8.19 3.34
14   疑房芭弩淡勃き  17.28  9.51  8.62

2)有段竪穴建物S104(第 18図～第20図 )

調査区東側、Ⅱ区に位置する有段竪穴建物である。立地する標高は58.33～ 58.56mを測る。外周壁と上床面は検

出できなかったが、確認された全体的な形状から判断して有段竪穴建物と判断した。したがって上床部は不明で、内

周である下床部東西軸4.14m、 南北軸6.08mと 南北に長い精円形を呈する。南北軸を通る主軸方位はN-22° 一W
を指す。また東側には一段高くなった東西軸 0。 97m、 南北軸2.34mの 長方形を呈する張 り出し部が付設されている。

まず下床部の壁高は4.9～ 19.5cmを測 り、張り出し部と比高差3.Ocmで、全体的に良好な掘 り込みである。下床面お

よび張り出し部ともほぼ平坦で、部分的に貼床部が検出されるものの顕著ではない。壁面は下床部および張 り出し部

20

重量    図版番号   材質  長さ  幅  厚さ  重量

318.0       13     拶で山方齢  12.37  6.48  4.02  452,0

1273.0       15      砂岩   13.45  11.75  8.26 1792.0
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第17図 有段竪穴建物S103出土遺物

伴にほぼ垂直に立ち上がり、壁溝はわずかに南壁辺での未掘削部がみられる程度でほぼ全体的に巡っている。幅 9～

30.Ocm、 深さ2.5～ 7.Ocmである。なお、張 り出し部では確認できなかった。柱穴は21本検出されているが、下床部

の対角線上のPl～ P4が主柱六である。他は支柱穴であろうが、主柱穴に接しているP6。 P8の柱穴は抜き取り

痕ではないかとみている。炉跡は検出できなかった。遺構覆土は 4層に分層可能であったが、例外なく全面を黒褐色

土で覆われており、レンズ状の堆積状態を示す自然堆積層である。

柱穴計測値 (単位cm)

長径 ×短径  深 さ

P1    29× 27   82.8

P4    38× 37    82

P7    24× 21   15

P10   18× 17   8.5

長径 ×短径  深さ

P2   44× 31    74.5

P5  26× 204    38

P8  22× 21   37.5

Pl1  20× 19   36

長径 ×短径  深 さ

P3   40× 37    73.5

P6   22× 17     42

P9   25× 20    39,5

P12  17× 12   8.5
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黒掲色土(10YR3/1) ローム粒子を偉かに合み 締まりがあり、粘性にとむ。
暗偶色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
掲色土(10R4/6)   ローム粒子 ロームプロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
黒色土(10YR2/つ   ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

E塁70
― E′

第18図 有段竪穴建物S104実測図(1)
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F塁70

第19図 有段竪六建物S104実測図(2)

P13

P16

P19

長径 ×短径  深さ

P1   30X30   42
長径 ×短径  深さ

P2  20× 16   19

o                2m
l       I       I

(1/60)

P15  29× 27    5

P18  20× 17   12.5

P21  31× 30    22

長径 ×短径  深さ

P3  20× 17   15.5

11× 10

32× 18

19X18

7.5

10

20.5

P14  16× 15

P17  17× 15

P20  26× 24

6

3

17.5

覆土中より出土した土器は中期中葉の土器で、阿玉台Ⅱ式式期である。また石製品として凹孔をもつ磨石類 5点、

磨石面のみの磨石 3点が出土している。

1は平縁の深鉢。口縁部は波状沈線を巡らし、頚部は隆帯により区画され、隆帯に沿つて二列の角押文が施文され、

隆帯区画内に波状沈線を充填させる◇ 2・ 4・ 6～ 9は隆帯区画文に沿って角押文を施文する。 10は 口縁部を隆帯

区画により無文帯とする。11～ 13は押捺圧痕の隆帯を垂下させ、刻目文を施文する。16は浅鉢で、双頭状の波状口

縁をもち、口唇部と波頂部の隆帯上に刻目を施す。17～ 21は凹孔をもつ磨石類で、磨石としても使用していた。22

～24は磨面のみの磨石で、241こ は筋状の擦痕がみられる。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

17   安山岩   12.1 8.67 5.78 907.0    18   砂岩  14.10 7.79 4.13 648.0

19     安山岩    13.94  8.49  5。 81  719.0       20     安山岩   7.58   8.38  3,75  868.0

21  安山岩   10.88 5。 97 4.19 351.0    22   安山岩  13.29 7.78 6.32 1038.0

23   安山岩   12.03 7.87 5.07 78■0    24   安山岩  1■82 9.09 5.43 867.0

3)有段堅穴建物S105(第 22図・第23図 )

調査区西側、 Ⅱ区に位置する有段竪穴建物である。立地する標高は58.44～ 58.64mを測る。南側の大半が未調査

区域に延びており、検出面は北隅側である。計測可能な外周である上床部東西軸1,77m、 南北軸2.28m。 内周である

下床部東西軸 1,03m、 南北軸1.26mと 南北に長い楕円形を呈する。南北軸を通る主軸方位はN-44° 一Wを指す◇

壁高は上床部8.6～ 22.5cm、 上床部と下床部との比高差17.4cmを 測 り、良好な掘 り込みである。上床面および下床

面ともほぼ平坦で、部分的に貼床部が検出されるものの顕著ではない。上壁および下壁面伴にほぼ垂直に立ち上がり、

壁溝は確認できなかった。

柱穴は 3本検出されているが、下床部の北隅に接するPlが主柱穴で、上床部の 2本は支柱穴である。炉跡は検出

できなかった。遺構覆土は 3層 に分層可能であつたが、床土全面を黒褐色土で覆われたレンズ状の堆積状態を示す自

然堆積層である。

柱穴計測値 (単位cm)
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第20図 有段竪穴建物S104出土遺物(1)
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第21図 有段竪穴建物S104出土遺物(2)

覆土中より出土した遺物は土器はなく、

石である。

図版番号  材質

1   安山岩

4)有段竪穴建物 (S106)(第 24図～第30図 )

調査区西側、Ⅱ区に位置する有段竪穴建物である。立地する標高は57.03～ 57.38mを測る。新旧 2期の建替えが

みられ、北側に拡張していた。まず新期と確認された外周である上床部東西軸6.28m、 南北軸7.91m。 内周である下

床部東西軸4.07m、 南北軸5,97mと 南北に長い楕円形を呈する。南北軸を通る主軸方位はN-19° 一Wを指す。壁

高は上床部12～ 32cm、 上床部と下床部との比高差28.5cmを 測り、良好な掘り込みである。上床および下床面とも

ほぼ平坦で、ほぼ全面的に貼床部が検出される。上壁および下壁面伴にほぼ垂直に立ち上がり、壁濤は上床部で北壁

辺から東壁辺の北側で掘削されており、幅13.5～ 27cm、 深さ4～ 15cmを 測る。また下床部では東壁部から南壁部に

かけて、さらに西壁面の中央部に掘削されている。幅10～ 28,Ocm、 深さ2.5～ 18.Ocmで ある。柱穴は10本検出され

ているが、下床部の接する4隅のPl～ P4が主柱穴である。径40～ 70cm、 深さは上床部から62～ 93cm、 下床部

から31～ 36cmである。なお、この主柱穴に接している柱穴群については建替え柱穴の痕跡であり、抜き取 り穴の可

能性が高いが明瞭な貼床は確認できなかった。やはり炉跡はない。遺構覆土は 6層に分層可能で、覆土上面を 1層黒

褐色土が、下層で 2層暗褐色土が覆つており、レンズ状の堆積状態を示す自然堆積層である。

また古期は壁溝の貼床行為によって検出できたもので、新期上床部に巡る壁溝が古期上床部に属するものと判断し

た。したがつて東西軸 5。72m、 南北軸6.50mで 壁高は新期と同様12～32cmを 測る。

下床面は新期とほぼ重複するが、南壁に 2重壁溝がみられ、貼床されていたことから内側溝が古期の壁濤である。

また東壁辺でも北東隅辺でやはり2重壁溝が検出されており、やはり内側が貼床されていることから古期壁溝と判明

した。柱穴は新期の南東隅P3および南西隅P4が柱穴掘削部において重複しているが、内側が古期の柱穴であろう。

また北西隅柱はP5、 北東隅柱はP6が古期の主柱六である。

柱穴計測値 (単位cm)

0                  10cm
l        l        l

(1/4)

磨石 1点のみであつた。1は使用痕である敲打孔をもつ磨石類で、棒状磨

長さ  幅  厚さ 重量

16.72  6.91  5.30 1019,0

長径 ×短径  深さ

P1   84× 70   21

P4   113X91   67.3

P7   60× 35   13.2

P10   60× 46

長径 ×短径  深さ

P2  82× 69    82

P5  96× 78   67.8

P8  22× 20   25.5

長径 ×短径  深さ

P3   103× 87    64.3

P6   75× 70     54

P9   69× 48    60.3



解 節 縄文時代の遺構

∞
ｂ
Ｄ
ｋ
Ｏ

と―翻議I駅訴‖ 日
=鑑

義慾に霊i緩サ緒淡雑にと&
よ彊彊皇練 :≡羅ヨζ彗軍妥

“

E軽」拷壇;鑢t、 粘性にとh c壺豊70

第22嵐 有段竪穴建物もЮ5実all図

0                    2m
l          l          I

(1/60

♀  I  PCm
(1/4D

①
第23図 有段竪穴建物S105出上遺物
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⑦

i 黒褐色上(10YR3/,
E 暗褐色土(10YR3/3)
3掲 色土(10R4/4)
4褐 色上(iOR3/4)

5褐 色土(10R47/41

6黒 褐色上(10YR3/1)

ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。

ローム粒子を多く含み、44ま りがあり、粘性にとむ。

ローム粒子を多く合み 締まりがあり、粘性にとむ。

ローム粒子 ロームブロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとも。

日―ム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。

ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

第24図 有段竪穴建物S106実測図(1)
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覆土中より出土した土器は中期中葉の土器で、阿玉台Ⅱ～Ⅳ式、大木 8a・ b式期である。また石製品として垂飾

り、磨製石斧のほか、大半が磨石類で凹孔をもつ磨石類 9点、磨面のみの磨石 10点、多孔石 1点、石皿 1点、台石

1点が出土している。

1は 日縁部区画内に有節線文による鋸歯状の装飾文。阿玉台Π式。 3～ 10・ 12は角押文を施文している。 2は隆

帯による楕円形区画文に沿って角押文を施文し、 3・ 8は日唇部上に、 4は隆帯区画文上に刻目を加え、区画内は角

押文を充填させる。阿玉台Ⅲ式。 13は爪形文による区画内に三叉文を配する。14は沈線間に刻目を施す。勝坂式の

新しい部分。16～28は隆帯区画文上に縄文施文するもので、17～22は波状口縁となる。25は横 S字状隆帯を施文す

る◇27の胴部は波状条線文を垂下させる。 16は山形把手を有する深鉢。隆帯区画上には縄文施文され、区画内は縦

位の沈線を充填させる中峠タイプとなろう。29～ 39は大木 8a式。29は樽形の深鉢。胴部は縄文地文に沈線による

同心円文。30～ 33は 口縁部に把手・突起等を付け装飾している。40～ 50は大木 8b式。40はキャリパー形の深鉢。

日縁部は隆帯区画内に波状隆帯を貼 り付ける。41・ 43は背割 り隆帯によるクランク文。51～ 53は浅鉢。51・ 52は

日縁部を大きく内傾させる。53は内面に明瞭な稜を有する。

67～ 90は石製品である。67は 自然礫に穿孔した垂飾品。径0.3cmの穿孔部以外に加工は施されていない。691ま 磨

製石斧の刃部の破片。側面に使用による凹みがみられる。69～ 77は凹孔をもつ磨石類で、69～ 75は磨石としても使

用していた。78～ 87は磨面のみの磨石で、86・ 87は小型である。89は 円形に研磨した円礫に表裏面に多数の凹部を

28
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第26図 有段竪穴建物S106出土遺物(1)
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第27図 有段竪穴建物S106出土遺物(2)
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幅  厚 さ 重量

4.22  3.39  194.0

7.60  4。 17  451,0

10.39  5.30  989.0

8.83  4.56  448.0

7.44  4.92  678.0

9,90  6.26 1259.0

8.51  3.03  301.0

5,84  3.78  602.0

7.93  3.86  298.0

423  2.88  148,0

＼
                            。

遭土Jl J遡62ヒ墨」63

M電 ユ 5｀学 Jめ 毛6

第28図 有段竪穴建物S106出土遺物(3)

作出している。89は石皿の破片。

図版番号  材質   長さ

67  チャー ト  4.60
69      砂岩     10.88

71  凝灰質砂岩  H。98

73   砂岩   15,47
75   安山岩  10.70
77   閃緑岩  1491.
79      砂岩    14.66

81     砂岩     8,96

83   安山岩   7.10
85  疑灰質砂岩  6.29

90は台石で凹部を有する。

幅  厚さ 重量

2.50  1.04  21.30

9,32  458  642.0

8.05  5.96  809,0

7.97  3.98  781.0

7.72  5.81  728.0

12.37  7.02 1632.0

9.59  6.43 1242.0

8.09  4.50  479.0

7.88  5.14 864.0

10.05  2.99  194.0

図版番号

68

70

72

74

76

78

80

82

84

86

材質  長さ

砂岩  7.58

安山岩  1141
凝灰質砂岩 13.38

安山岩  7.62

安山岩  11.05

安山岩  14.16

安山岩  8.54

安山岩  16.32

砂岩    6.66

安山岩  7.83

＼、_“_上三三二子ン67

0                  10Cm
I        I        I

(1/4)



第4節 縄文時代の遺構

‐‐輔中山い］］］日】】》　　６８

闘

団

①
(〔

:::::::::::)        70

雖

≫

九

⊂め78

麟颯

螂
，
ω

／

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
，

μ

日

間

Ｈ

Q76

ヒ
℃

一が   影卜 …………………
:::)80C~ D―

(
令

 元
.(ノ  79

⌒

に
 c

勘I√添
ャ.ど“

こ工め(|:!|!:プ  5(81
ツ

84

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７９

第29図 有段竪六建物S106出土遺物(4)
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第30図 有段竪穴建物S106出土遺物(5)

5.17   4.20  3.64  103.0

13.65  13.05  6.52 1058,0

0                  10cm
l        I        I

(1/4)

88     安山岩   19,85  18.67  8.73 1355,0

90    疑灰質砂岩 11.88  19,73  5,98 1675.0

87

89

安山岩

安山岩

第 3項 土坑

1)1号土坑 (SK01)(第 31・ 60図 )

調査区の中央Ⅲ区、標高58.22～ 58.36mに位置し、SK02を切っている。規模は上場長軸2.08m短軸1.84m。 底面

長軸2.09m、 短軸2,08mの 円形で、深さ51.3cmを 測る。底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がり、袋状を呈する。

覆土は黒褐色土を主とする 3層からなる自然堆積層である。遺物は、火炎土器および阿玉台Ⅲ式期の土器、磨石類が

上層 1層 から出土している。60図 1は火条土器で覆土上層 1層から出土したものである。約1/4程度が遺存しており

底部から口縁部に至るまで復元実測することができた。なお接合することができなかったが、残存する破片があり、

別個体ではなく同一個体と判断した。これは県内において良好な資料である。大きさは計測できる日径29.Ocm、 器

高31.8cm、 底径16.Ocmを測 り、日縁部が内彎するキャリパー形を呈する。文様は複雑で、まず口辺部に環状把手が

付く。単位は不明であるが口縁部下の袋状突起を伴う橋状把手の単位から判断して 4単位であろう。把手孔部は楕円

形を呈し、把手上辺部に鋸歯状突起が上下対称に付き、刻目隆帯が挟まれる。また下部鋸歯状突起にも刻目が施され

ている。なお環状把手裏面には沈線が施文され、口辺部にも鋸歯状突起が巡る。口縁部下に小さな橋状把手が付き、

これを起点に隆帯渦巻文が施文される。袋状突起を伴う橋状把手は現存で 3単位確認できることから全周 8単位の存

在が推定される。隆帯渦巻文下部は横 S字状文を基調とする三角形区画文で日縁部と胴部を区画する。胴部は隆帯横

S字状文から派生する隆線懸垂文が密集垂下する。底部は丁寧なナデ成形により平坦である。胴上部の隆帯横 S字状

文や懸垂文には刻目が施されている個所がある。胎土に石英・長石・黒色粒子を比較的多く含み、色調は黄橙色

(7.5YR8/1)をなす。焼成は器面全体からみて不良で脆い。火炎中期段階に相当する。 2～ 7は角押文を施文する。
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8は扇状把手、隆帯に沿つて角押文が施される。 8は 口唇部に刻目が巡る。 11は無節 1を地文に IR縄の側面圧痕

文による区画文とする。12は縄文施文。17は浅鉢で赤彩がわずかに認められる。18～23は磨石類。18は浅い凹部を

もつ。 19。 20は棒状敲打石。21はチャー ト製で球形の磨面が認められる。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

18      砂岩     9.73   7.97  5.06  468.0       19      砂岩   9.79   5。 25  3.62  337.0

20   安山岩   11.25  5.99 2.85 224,0     21   チャー ト 7.31  6.95  5,88 437.0

22     安山岩    8.25   5。90  4.90  398.0       23      砂岩   15。86  5,89  3,98  668.0

2)2号 土坑 (SK02)(第 31・ 60図 )

調査区の中央Ⅲ区、標高58,35～ 58.44mに 位置し、土坑SK01に切られ、土坑SK62を切っている。規模は上場長

軸2.01m、 短軸 1.59m。 底面長軸2.02m、 短軸1.48mの 円形で、深さ38.8cmを 測る。底面は平坦で、壁は内傾して

立ち上がり、袋型を呈する。覆土は黒色土と黄褐色土の埋戻し土層。遺物は、阿玉台式期。60図 1は小突起をもち、

口縁部に角押文が巡る。

3)3号 土坑 (SK03)(第 31・ 61図 )

調査区の中央Ⅲ区、標高58.12～ 58.33mに 位置する。規模は上場長軸3.33m、 短軸2.48m。 底面長軸2.42m、 短軸

2.36mの 円形で、深さ43.5cmを 測る。底面は平坦で、南東側に柱穴(径40.0× 38.Ocm、 深さ41.6cm)を 伴う。壁は垂

直気味に立ち上がる円筒型を呈する。覆土は 3層で自然堆積層である。遺物は、覆土中層から出土。 1は角押文によ

る区画文内に有節線文が施文される。 3。 4は精円形区画文に沿つて角押文が巡る。阿玉台正式◇61図 9は火炎系

の把手破片。13。 14は大木 8a式◇16は有孔壷。 18。 19は磨石である。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

18      砂岩     9.73   7.97  5,06  468.0       19      砂岩    9.79   5.25  3.62  337.0

4)4号 土坑 (SK04)(第 32図 )

調査区の北側、 1区、標高59.56～ 59.71mに 位置し、南東側で土坑SK05に切られている。規模は上場長軸1.90m

短軸1.70m。 底面長軸 1.57m、 短軸1.55mの 楕円形で、深さ25.3cmを 測る。底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上

がる。覆土は 2層からなる自然堆積層である。遺物は検出できなかったが、縄文中期に比定される。

5)5号土坑 (SK05)(第 32図 )

調査区の北側、 I区、標高59,46～ 59,62mに位置し、北西側で土坑SK04を切っている。規模は上場長軸2.33m。

底面長軸2.12m、 短軸1.00mの 楕円形で、深さ19.Ocmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 3

層からなる自然堆積層である。遺物は検出できなかったが、縄文中期に比定される。

6)6号 土坑 (SK06)(第 32図 )

調査区の北側、 I区、標高59。50～ 59.58mに位置し、西側半分が撹乱を受けている。規模は上場長軸0,92m。 底

面長軸0.89mの円形を呈するものと推定する。深さ13,7cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土

は暗褐色土層の単一層からなる。遺物は検出できなかったが、中世以降に比定される。

7)7号土坑 (SK07)(第 32・ 61・ 62図 )

調査区の北側、 I区、標高59。43～ 59。49mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.19m、

短軸1.10m。 底面長軸2.07m、 短軸1.82mの 円形を呈する。深さ90,4cmを 測 り、底面は平坦で、東側にピットを伴

う。大きさは41.0× 40.Ocm、 深さ14.Ocmを測る。壁は大きく内傾するフラスコ型。覆土は 9層からなる自然堆積層。

遺物は、中層 4層から出土している。61図 1は 口縁部が幅狭い文様帯で、突起状の渦巻き隆帯を起点に波状隆帯を

貼り付ける。大木 8a式。 2は 口唇部に2列の角押文を巡らし、胴部下部は沈線区画文。 3・ 4は有節沈線を直線お
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よび波状に巡らす。大木 7b式。 5は口縁部に貼付隆帯による突起をつける。7は 口径32.6cmを測る大型のキャリパ

ー形深鉢。日縁部上部に剥離しているが 2条の隆帯が巡り、胴部は縄文地文に平行沈線による連結した角張つた S字

状文を想定させる懸垂文を垂下させる。大木 8a式。17～20は磨石類である。19は端部に凹部をもち、20は棒状敲

打石である。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

17     安山岩    15。 15  9,12  6,30 1231.0       18      砂岩   15.20  8.90  5,98 1142.0

19    拶〔山岩   13.64  9.33  6.85 1078.0      20     拶〔山身き  12.70  6.33  4.64 473.0

8)8号 土坑 (SK08)(第 32・ 62図 )

調査区の北側、 I区、標高59。36～ 59。39mに位置し、西側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸0,94m、

短軸0.59m。 底面長軸1.40m、 短軸 1。1lmの 円形を呈する。深さ98.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は大きく内傾す

るフラスコ型。覆土は 7層 から自然堆積層。遺物は中層 5層から出土している。62図 1は断面三角形の貼付隆帯が

平行して垂下する。 2は有節線文による弧状文。 3は角押文による楕円形区画文。 5は浅い凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

5   安山岩   10,98 8.35 482 720.5

9)9号 土坑 (SK09)(第 33・ 63図 )

調査区の北側、 I区、標高59.30～ 59.39mに位置し、西側がわずかに未調査区域に延び、南東隅が土坑SK10によ

って切 られている。規模は上場長軸1,49m、 短軸1.36m。 底面長軸1.29m、 短軸 1.26mの 円形を呈する。深さ

40.2cmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる円筒型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は、底面

近くの 3層中から出土。全体的に若干浮いていた。63図 1は波状口縁で角押文による枠状区画文。 4は貼付隆帯が

蛇行垂下する阿玉台Ⅱ式。 2は小突起をもち、角押文により区画され口縁部を無文帯とする。 5～ 9は磨石類。10

は石皿である。 5は両面に凹部をもつ。10は凝灰岩製で石皿の作業部は楕円形で底面も丁寧な弧面を呈する。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

5   砂岩   10.29 7.38 4.14 431.0    6   安山岩  (9.88)7.37 4.16 332.0

7   安山岩   7.51 4.54 3.57 134.0    8    砂岩  (15.96)7.33 4.13 701.0

9      砂岩     15.20  9。29  5.28 1041,0       10     疑灰岩  24.81  31.41  7.49 6550.0

10)10号土坑 (SK10)(第 33・ 64図 )

調査区の北側、 I区、標高59.28～ 59.35mに 位置し、東側が未調査区域に延び、北西隅に土坑SK09を切っている。

規模は上場長軸 1.20m、 短軸0,75m。 底面長軸 1.07m、 短軸0.62mの円形を呈する。深さ51.3cmを 測 り、底面は平

坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 2層 からなる自然堆積層。遺物は、床面に近い 2層中に纏まっていた。

64図 1は 口縁部に押捺を加えた隆帯が巡 り、胴部は縄文地文に角押文の区画文と3本一組の沈線文による意匠文。3

は隆帯による楕円形区画文。 4の突起は隆帯による横 S字文。 6は波状回縁で日縁部の隆帯上に縄文施文し、隆帯に

沿って爪形文が巡る。 7は 日縁部上が幅狭い無文帯。日縁部は隆帯区画内は角押文と横位の波状沈線が施文される。

10は 日縁部が大きく内傾する浅鉢。

11)11号土坑 (SKll)(第 33・ 64図 )

調査区の北側、 I区、標高59,24～ 59.56mに位置し、東側が未調査区域に延び、北隅に土坑SK10を切っている。

規模は上場長軸 1.65m、 短軸0.60m。 底面長軸2.04m、 短軸0,75mの円形を呈する。深さ71.7cmを 測 り、底面は平

坦で、壁は大きく内傾するフラスコ型。覆土は 5層からなる自然堆積層。遺物は、中層 3層 に纏まっていた。64図

1は胴部に刻目が巡る。 2は 口縁部がやや内傾する。 4は刻目の有する円形把手。 5は全面赤彩が施された浅鉢。

7・ 8は磨石類で、 7は図の裏面が平坦で、凹部を有する。 8は棒状敲打石の完存品。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量
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安山岩    11.72  9。00  6.55  904.0 砂岩   22.18  6.76  4.69  998.0

12)12号土坑 (SK12)(第 33図 )

調査区の北側、 I区、標高59.25～ 59。29mに位置し、西側で土坑SK13に よって切られている。規模は上場長軸

1.21m、 短軸0.73m。 底面長軸1.00m、 短軸0.59mの 円形を呈する。深さ30,4cmを 測 り、底面は平坦で、 3本のピ

ットを伴う。ピットの計測は下記のとおりである。壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層からなる、覆土は 2層 の自

然堆積層。遺物は検出できなかった。

Pl 16.0× 13.0× 18.5cm  P2 21.0× 21,0× 25.8cm P3 28.0× 21.0× 2 1cin

13)13号土坑 (SK13)(第 33・ 65図 )

調査区の北側、 I区、標高29。24～ 29.29mに 位置し、西側約半分が未調査区域に延び、東側の土坑SK12を切って

いる。規模は上場長軸 1.38m、 短軸0.82m。 底面長軸2.29m、 短軸0.98mの円形を呈する。深さ70.7cmを 測 り、底

面は平坦で、壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は褐色土層 7層からなる自然堆積層。遺物は覆土中層

から出土した。65図 1は波状口縁で尖頭状の把手が付く。 2は隆帯に沿って角押文が巡る。 5は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

5   安山岩  11.41 7.45 3.77 401.0

14)14号土坑 (SK14)(第 33・ 65・ 66図 )

調査区の北側、 I区、標高59,21～ 59,32mに位置し、南東側で土坑SK13を切っている。規模は上場長軸 1.97m、

短軸0.94m。 底面長軸1.22m、 短軸0.86mの円形を呈する。深さ43.2cmを 測 り、底面は平坦で、壁はわずかに外傾

して立ち上がる。覆土は 4層からなる自然堆積層である。遺物は、壁際中層 3層 中で出土した。65図 1・ 3・ 4は

大形山形把手を有するもので隆帯に沿って角押文が施文される。 2・ 15は楕円区画文内に縦位の沈線を充填させる。

5は胴部破片。貼付隆帯が懸垂文として垂下する。阿玉台Ⅲ式。66図 9は大型の橋状把手に角押文が巡る。10は横

S字文。大木 8a式。 12は縄文地文に沈線による懸垂文。13は 3本一組の方形区画文。大木 8b式。14は隆帯区画

上に角押文を施文する。

15)15号土坑 (SK15)(第 34・ 66・ 67図 )

調査区の北側、 I区、標高59.14～ 59.21mに位置し、西側が未調査区域に延び、北側が土坑SK25、 南側の土坑

SK36に切 られている。規模は上場長軸2,21m、 短軸2.16m。 底面長軸2.14m、 短軸2.12mの 円形を呈する。深さ

61.lcmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 4層からなる。遺物は、下層 4層から出土。

66図 1は 4単位の大型山形把手をもつ。把手部および口縁部は隆帯による区画文で、隆帯に沿って三列の角押文が

巡り、区画内に波状沈線が充填する。 2は 3単位の山形把手をもつ。 3は日唇部が押捺による波状口縁となる。 5は

胴部で隆帯によるX字状文で、隆帯に沿って角押文が施文される。阿玉台Ⅱ式。67図 9は赤彩が施されている浅鉢。

隆帯による弧文。 10・ 11は大木 8a式。12は網代痕。13～ 16は磨石類。いずれも凹部をもつ。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

13   安山岩   15.99 8.70 463 551.0    14   安山岩  13.14 7.14 451 584.0
15   安山岩   12.59 7.60 4.45 55■0    16   安山岩  (8.79)8.20 3.99 313.0

16)16号土坑 (SK16)(第 34・ 67図 )

調査区の北側、 I区、標高59.00～ 59.15mに 位置し、東側約半分が未調査区域に延び、南側の土坑SK26を切って

いる。規模は上場長軸1.50m、 短軸0,91m。 底面長軸1.98m、 短軸1.04mの 円形を呈する。深さ50.2cmを 測 り、底

面は平坦で、壁は大きく内傾するフラスコ型。覆土は 5層からなる自然堆積層。遺物は中層 3層 中から出土。67図

1は扇状の大型把手をもち、隆帯による区画文に沿って二列の角押文が施文される。胴部も懸垂文の隆帯に沿つて角

押文を施す。阿玉台Ⅱ式。 2は円形把手に隆帯上は刻目が施される。 6。 7は磨石類。 6は浅い凹部をもつ。
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長さ  幅  厚さ 重量

(7.86) 4.94  4,72  298.0

図版番号  材質  長さ

7   安山岩  6.53

第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

幅  厚 さ  重量

5.85  4.51  225.0

図版番号

6

材質

砂岩

17)17号土坑 (SK17)(第 35・ 68図 )

調査区の I区北側、標高59.14～ 59。 23mに位置し、東側の一部が未調査区域に延びてお り、西側は土坑SK18によ

って切 られている。規模は上場長軸1.85m、 短軸1.47m。 底面長軸1.52m、 短軸 1.23mの 円形を呈する。深さ

17.6cmを測り、底面は平坦で 2本のピット(P1 28.0× 25,0× 16,7cm P2 33.0× 29.0× 52.5cm)を 穿っている。

壁は内傾して立ち上が袋型。覆土は 5層からなる自然堆積層。遺物は中層 4層から出土している。

68図 1・ 2は波状口縁の深鉢の山形把手。逆T字状の区画は顎状に迫 り出す。日辺の隆帯区画上に縄文施文 し、

区画内は爪形文が沿う。阿玉台Ⅲ式。4は 口縁部に沿つて三列の角押文が巡る。 5は隆帯に沿つて沈線が施文される。

阿玉台Ⅳ式。 6は隆帯区画上に刻目がみられる。 7の深鉢底部は網代痕を残置する。 8は磨面のみの磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

8   安山岩   8.81  7.81 494 448.0

18)18号土坑 (SK18)(第 35。 68図 )

調査区の北側、 I区、標高59。07～ 59.18mに 位置し、西側が未調査区域に延びており、東側は土坑SK17を切って

いる。規模は上場長軸 1.43m、 短軸 0。 94m。 底面長軸1.58m、 短軸0.85mの円形を呈する。深さ58.Ocmを 測 り、底

面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は覆± 1層から出土している。

68図 1は 日縁部に二列の角押文が巡る。 3は隆帯に沿つて沈線が施文される。 4は深鉢の底部破片。隆帯に沿っ

て爪形文が施される。

19)19号土坑 (SK19)(第 35。 68図 )

調査区の北側、 I区、標高59.11～ 59,16mに 位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.05m、

短軸0.56m。 底面長軸 1.28m、 短軸0.58mの 円形を呈する。深さ31.9cmを 測り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がるフラスコ型。覆土は 3層からなる。遺物は、 2層から出土している。

68図 1は磨面のみの磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

1   安山岩  15,35 8.70 3.44 701.0

20)20号土坑 (SK20)(第 35。 69図 )

調査区の北側、 I区、標高59.11～ 59.13mに 位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸1.70m、

短軸0.85m。 底面長軸2.20m、 短軸1.25mの 円形を呈する。深さ95.6cmを 測 り、底面は平坦で、壁は大きく内傾し

て立ち上がるフラスコ型。覆土は 7層からなる自然堆積層。遺物は、床面上 6層から出土している。

69図 1は隆帯区画内に斜行する有節線文。 2は 口縁に沿つて爪形文が施文される。 3は 口縁部に沿って波状の角

押文が施される。 4・ 5は角押文。 6は縄文地文に沈線による懸垂文が垂下する。 7～ 9は網代痕が残置する。10

～ 12は磨石類。 10。 11は凹部を伴 う。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

10      砂岩    15.36  9。 16  4.78 1029,0

12    安山岩     6.36   5.83  3.14  192,0

図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

11   安山岩 (10.00)7.72 3.20 398.0

21)21号土坑 (SK21)(第 34・ 69図 )

調査区の北側、 I区、標高58.90～ 59.03mに 位置し、西側は未調査区域に延びている◇規模は上場長軸 1.58m、

短軸0.89m。 底面長軸2.12m、 短軸1.25mの 円形を呈する。深さ69,3cmを 狽1り 、底面は平坦で、壁は大きく内傾す

るフラスコ型。覆土は 7層からなる。遺物は、下層 6層から出土している。
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69図 1は 日縁部に沿って二列の角押文。 2も 隆帯に沿つて角押文が施文される。 4は網代痕を残置する。 6・ 7

は磨石類。 6は凹部をもつ。 7は棒状磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

6     安山岩    (6.84) 11.82  6.63  527.0        7       砂岩   (7.54)  3,91  2.91  149.0

22)22号土坑 (SK22)(第 35・ 70図 )

調査区の北側、 I区、標高59,65～ 59.76mに 位置し、北側の一部が未調査区域に延びている。規模は上場長軸

1.35m、 短軸1.30m◇ 底面長軸1.91m、 短軸1.51mの 円形を呈する。深さ69.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は大き

く内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 6層からなる自然堆積層。遺物は中層 5層から出土している。

70図 1はキャリパー形を呈する深鉢◇扇状の小突起と橋状突起をもつ。隆帯による枠状区画内は縄文地文に浅い

波状沈線を充填させ、さらに隆帯に沿って巡る角押文が連携して渦巻文となる。この浅い沈線による波状文は頚郡、

胴部にも施文される。施文順位は縄文→隆帯区画・隆帯懸垂文→波状沈線→角押文となる。2は 日縁部に円孔を伴う。

三列の角押文。 3も二列の角押文。 5は波状日縁の山形把手、隆帯上に刻目を施し、隆帯に沿って角押文が施文され

る。 6は 口縁部を無文帯とし、隆帯区画文に沿って角押文が施文される。 7は有節線文。 8は隆帯による精円形区画

文に沿って角押文。 9は無文地に断面三角形の枠状区画文。 10は沈線による区画文。 11は重畳する楕円形区画文に

沿つて角押文が巡る。 12は縄文地文に沈線による渦巻文。15は二列の有節線文による意匠文。18は隆帯上に押捺圧

痕を加えた組線文。20～ 22は磨石類で20・ 22は凹部をもつ。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

20   安山岩  10.56 8.76 4.69 571.0    21  石英斑岩 11.44 7.82 4.77 621.0

22     輝緑岩    7.31   6.74  4.53  341.0

23)23号土坑 (SK23)(第 35・ 71図 )

調査区の北側、 I区、標高59.33～ 59,36mに 位置し、東側の一部が未調査区域に延びている。規模は上場長軸

1.40m、 短軸1.00m。 底面長軸1.81m、 短軸1.12mの 楕円形を呈する。深さ78.2cmを 測 り、底面は平坦で、壁は大

きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 6層からなる自然堆積層。遺物は 5層から出土している。

71図 1は隆帯に沿って角押文。 2は縄文地文に平行沈線による曲線文。

24)24号土坑 (SK24)(第 36図 )

調査区の北側、 I区、標高59,38～ 59。48mに 位置し、西側のが未調査区域に延びている。規模は上場長軸0,99m、

短軸0.51m◇ 底面長軸0.80m、 短軸0.45mの隅丸方形を呈する。深さ20。7cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して

立ち上がる。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は出土しなかった。中世以降に比定される。

25)25号土坑 (SK25)(第 34・ 71図 )

調査区の北側、 I区、標高59.18～ 59。21mに位置し、西側は未調査区域に延びており、南側は土坑SK15を切って

いる。規模は上場長軸1.72m、 短軸0.57m。 底面長軸 1.87m、 短軸0,91mの円形を呈する。深さ68.3cmを 測 り、底

面は平坦で、壁は大きく内傾するフラスコ型。覆土は 4層からなる。遺物は中層 2層から出土している。

71図 1は縄文地文に隆帯と蛇行沈線の懸垂文。 2・ 3は浅鉢。赤彩が施されている。 4～ 6は磨石類。 4の側面

に磨面がみられる。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

4   砂岩   15.79 7.00 4.71 831.0    5   安山岩  13.08 10.57 5。21 949.0

6   安山岩   8.00 8.66 4.62 429.0

26)26号土坑 (SK26)(第 34・ 71図 )

調査区の北側、 I区、標高58.98～ 59,07mに 位置し、東側は未調査区域に延びており、北側は土坑SK16によって
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切られている。規模は上場長軸 1.97m、 短軸1.65m。 底面長軸1.74m、 短軸1.73mの 円形を呈する。深さ61.6cmを

測り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋状。覆土は 3層から自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

71区 1は縄文地文に半我竹管工具による懸垂文。

27)27号土坑 (SK27)(第 36。 71図 )

調査区の北側、 I区、標高59,04～ 59.08mに 位置し、西側が未調査区域に延びている◇規模は上場長軸 1.71m、

短軸0.97m。 底面長軸2.07m、 短軸1.17mの 円形を呈する。深さ78,Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がるフラスコ型。覆土は 6層からなる自然堆積層。遺物は中層 4層から出土している。

71図 1はひだ状調整痕。

28)28号土坑 (SK28)(第 36,71・ 72図 )

調査区の北側、 I区、標高58.97～ 59。04mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.81m、

短軸 1.35m。 底面長軸2.32m、 短軸1.49mの 円形を呈する。深さ61.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は大きく内傾し

て立ち上がるフラスコ型。覆土は 5層からなる自然堆積層。遺物は中層 3層から出土している。

71区 1は波状口縁の山形把手。隆帯に沿つて二列の角押文。 2は縄文地文に沈線文を施文する。 3は沈線区画文。

4は 口縁部に沿つて二列の角押文。裏面にも角押文を巡らす。 5は小突起に違結する精円形区画文内に角押文を巡ら

す。 8～ 11は磨石類で、 8は小凹部をもつ。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

8   石英粗面岩  12.68  9,60  4.84  853.0

10     安山罪手    7.20   6.81  1.69  131.0

図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

9   安山岩 (4.51)8,00 3.45 151.0

11    凝灰質砂岩 6.20   5.66  2.83  135.0

29)29号土坑 (SK29)(第 36,72図 )

調査区の北側、 I区、標高59.02～ 59.07mに 位置し、東側が未調査区域に延びており、西側は土坑SK44によって

切 られている。規模は上場長軸2.16m、 短軸1.73m。 底面長軸 1.95m、 短軸1.60mの 円形を呈する。深さ49.lcmを

浪Iり 、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋状。覆土は 5層からなる自然堆積層。遺物は中層 3層から出土して

いる。

72図 1は二列の有節線文による鋸歯文。 2は縄文地文に沈線による渦巻文。 3は縄文地文に半我竹管による平行

沈線を密集施文する。 4・ 5は磨石類。 4は凹部をもつ。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

4   安山岩   1■65 9.24 4.98 689.0    5   安山岩  12.28 8.49 6.33 893.0

30)30号土坑 (SK30)(第 36・ 72図 )

調査区の北側、 I区、標高58,99～ 59.05mに 位置し、東側の一部が未調査区域に延びており、西側は土坑SK43を

切っている。規模は上場長軸2.01m、 短軸 1.75m。 底面長軸2.12m、 短軸1.55mの 円形を呈する。深さ60.6cmを 測

り、底面は平坦で、壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 5層からなる自然堆積層。遺物は中層 4層か

ら出土している◇

72図 1は波状口縁の波頂部が多角状を呈し、波頂部に刻目が入る。日縁部に沿つて角押文が巡る。 5も同一個体。

2も波状口縁であるが、隆帯に沿って平行沈線が巡る。 3は隆帯による楕円形区画文。日唇部に沈線が施文される。

4は縄文地文に縄の側面圧痕が加わる。 9は小型の打製石斧。表面に礫皮面を残す。10～ 13は磨石類。13は棒状磨

石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

9     粘板岩    8.16   5。26  1.40  76.0       10      砂岩   4.94   8,74  4.71  301.0

11    石英斑岩   9.58   6.55  3.83  329,0       12     安山岩   7.51   8.33  4.75  468.0

13      砂茫子    (5.60) 4,97  3.36  162.0
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31)31号土坑 (SK31)(第 37・ 73図 )

調査区の北側、 I区、標高58,94～ 58.96mに 位置し、西側が未調査区域に延びており、南側は土坑SK32を切って

いる。規模は上場長軸2.21m、 短軸1,10m。 底面長軸2.40m、 短軸1.25mの 円形を呈する。深さ55,Ocmを 測 り、底

面は平坦で、センタービットとサイ ドピットの 2本が穿ってある (Pl(20.0)× 15.0× 23.9cm、 P2 35.0× (19.0)×

24.Ocm)。 壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型Ь覆土は 9層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土し

ている。

73図 1～ 4は波状縁の大型把手。 5はキャリパー形の深鉢。波状口縁で橋状把手をもつ。隆帯による枠状区画文。

口縁部下は波状隆帯がめぐる。 8は 日径20.Ocmを 測るキャリパー形の深鉢。縄文地文に口縁部は貼付隆帯による二

列クランク文。胴部は半我竹管による横位区画文。13・ 14は浅鉢。13に赤彩が施されている。 15・ 16は磨面のみの

磨石。

図版番号  材質

15   砂岩

32)32号土坑 (SK32)(第 37,74図 )

調査区の北側、 I区、標高58。 93～ 58.95mに 位置し、西側が未調査区域に延びており、北側は土坑SK31とこ切られ

ている。規模は上場長軸 1.90m、 短軸 0。 99m、 底面長軸 1.85m、 短軸 1.06mの 円形を呈する。深さ29,3cmを 測 り、

底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土して

いる。74図 1は縄文地文に沈線による渦巻文。 2は浅鉢で赤彩が施されている。

33)33号土坑 (SK33)(第 37図 )

調査区の北側、 I区、標高58。98～ 59.04mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.85m、

短軸0.65m。 底面長軸 1.72m、 短軸0.52mの円形を呈する。深さ20.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち

上がる円筒型。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。

34)34号土坑 (SK34)(第 37・ 74図 )

調査区の北側、 I区、標高58,91～ 59.07mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸2.51m、

短軸1.25m。 底面長軸2,75m、 短軸1.25mの 円形を呈する。深さ53.lcmを 測 り、底面は平坦で東壁際に柱穴が穿っ

てある (P1 50.0× 39.O X 123.Ocm)。 、壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 6層からなる自然堆積

層。遺物は下層 4層から出土している。

74図 1は隆帯区画文に沿つてハの状刺突文。 2は隆帯に沿つて二列の角押文。 3は貼付隆帯による波状文。 4は

有節線文。 5は口唇部が肥厚する浅鉢。 6～ 8は磨石類。 6は敲打による凹部をもつ。

長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

11.59  7,71  4.58  598.0       16      砂岩   11.51  9。28  2.79  469,0

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量    図版番号   材質  長 さ

6     安山岩    14.53  7.96  5.93  912.0        7      安山岩   4.66

8   安山岩   1■22 9.42 6.21 879.0

幅  厚さ 重量

8,73  4.34  819.0

35)35号土坑 (SK35)(第 37・ 74図 )

調査区の北側、 I区、標高58.81～ 58.91mに位置し、西側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸2.40m、

短軸1.82m。 底面長軸2.22m、 短軸1.91mの 円形を呈する。深さ45。8cmを測 り、底面は平坦で 3本の柱穴が穿って

ある (P1 20.0× 18.0× 29.6cm、 P2 27.0× 19,0× 1■Ocm、 P3 20.0× 20.0× 39.lcm)。 壁は内傾して立ち上が

るフラスコ型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は下層 2層から出土している。

74図 1は浅鉢。日縁部は無文帯。頚部は縄文地文に沈線による枠状区画文に波状沈線を充填する。外面に赤彩が

施されている。 2は二列の角押文による区画文。 4は ヒダ状圧痕。

40



第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

36)36号土坑 (SK36)(第 34・ 74・ 75図 )

調査区の北側、 I区、標高59.05～ 59。 14mに位置し、西側は未調査区域に延びており、北側は土坑SK15を切って

いる。規模は上場長軸1.60m、 短軸0.84m。 底面長軸1.16m、 短軸0.88mの 円形を呈する。深さ62.3cmを 測 り、底

面は平坦で、壁は大きく内傾するフラスコ型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は、中層 3層から出土している。

74図 1は 日縁部破片で縄の側面圧痕を横位に施文している。 2は横位の隆帯。 4は網代痕を残置させる。 6は石

皿の破片。 5。 7～ 9は磨石類。 5は側面に磨面を有する。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

5   安山岩   8.31 7.13 3.97 346.0    6    砂岩  11.82 12.79 5.82 1318.0

7   砂岩   15。85 8.41 4.79 898.0    8   安山岩  13.43 8,38 6.30 988.0

9     安山力曇    15.37  8.62  6.54 1091,0

37)37号土坑 (SK37)(第 38・ 75図 )

調査区の北側、 I区、標高58.87～ 59.00mに位置し、東側が未調査区域に延びており、南側は土坑SK38に、西側

は土坑SK47に切られている。規模は上場長軸 1.93m。 底面長軸1.77m、 短軸1.44mの楕円形を呈する。深さ31.lcm

を測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる円筒型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は下層 2層から出

土している。75図 1は隆帯による楕円形区画の内側に角押文が施文される。 2。 3は縄文地文に細い隆帯が垂下す

る。

38)38号土坑 (SK38)(第 38・ 75図 )

調査区の北側、 I区、標高58.80～ 58.85mに 位置し、東側が未調査区域に延びており、北側は土坑SK37を切って

いる。規模は上場長軸2.34m、 短軸 0。 91m。 底面長軸2.13m、 短軸0.87mの円形を呈する。深さ42.5cmを 測 り、底

面は平坦で柱穴が穿ってある(P1 44.0× (24.0)× 67.5cm)。 壁はほぼ垂直気味に立ち上がる円筒型。覆土は 5層か

らなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。75図 1は 日縁部に沿つて三列の角押文が巡る。 2・ 3も隆

帯に沿つて角押文が施文される。 4は横位に連続する刻目列。 5は半我竹管による意匠文。

39)39号土坑 (SK39)(第 38図 )

調査区の北側、 I区、標高58.68～ 58.84mに 位置し、西側が未調査区域に延びており、南側は土坑8K48を切って

いる。規模は上場長軸 1.16m、 短軸 1.16m。 底面長軸 1.04m、 短軸1.01mの 円形を呈する。深さ19.Ocmを 測 り、底

面は平坦で、壁は垂直して立ち上がる円筒型。覆土は褐色土の単一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。

40)40号土坑 (SK40)(第38,75図 )

調査区の北側、 I区、標高58.88～ 58,93mに 位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1,08m、

短軸0.69m。 底面長軸1.48m、 短軸0,88mの 円形を呈する。深さ73.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がるフラスコ型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

75図 1は上下貼 り付けた三角形突起に、有節線文による楕円形区画内に斜行する有節線文を充填させる。 2～ 4

は同一個体と推定される。波状口縁の山形把手。波頂部から垂下する隆帯上には刻目が施され、日縁部は角押文によ

る区画文に有節線文を充填させる。 5は日唇部は肥厚し、沈線文を垂下させる。 6は 口唇部に刻目を巡らす。

41)41号土坑 (SK41)(第 39図 )

調査区の北側、 I区、標高58.75～ 58.85mに 位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.62m、

短軸0.81m。 底面長軸 1.22m、 短軸0.64mの 円形を呈する。深さ25。 9cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち

上がる円筒型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。

42)42号土坑 (SK42)(第 38・ 76・ 77図 )
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調査区の北側、 I区、標高58.60～ 58.69mに 位置し、西側が未調査区域に延びており、北側は土坑SK48・ 57を切

り、南側で柱穴に切られている。規模は上場長軸1.94m、 短軸1.36m。 底面長軸2.33m、 短軸1.79mの 円形を呈する。

深さ92.3cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 7層 からなる自然堆積層。遺物は

中層 3層から出土している。

77図 1は浅鉢で完存品である。 S字状文から派生した環状把手を回縁郡脇に対で付け、さらに把手部の付かない

部分には隆帯 S字状文を対に配する。それぞれ S字状文には有節線文が施文される。また日縁部には有節線文による

渦巻文。胴郡も貼付隆帯による渦巻文と懸垂文を垂下させる。内外面ともに赤彩が施されている。 2は隆帯による橋

状把手を板状に組み合わせた把手をもち、頚部に平行沈線による区画文。 3も 日縁部上部に文様帯を集約させる。鍔

状に突出した口縁部に沈線による枠状文。 4は C状隆帯による橋状把手。隆帯上には沈線が施文され、日縁部下は平

行隆帯による横に長いS字状文。 5は大型把手。隆帯による渦巻文に角押文が沿う。 6。 7は顎状に迫り出した隆帯

に二条の沈線がめぐり、区画内に波状沈線を充填する。10は肥厚する日縁部は貼付隆帯。頚部に隆帯による区画文。

胴部は有節線文によるモチーフ。21は隆帯区画文に沿って二条沈線が巡る。22は波状口縁で交互刺突文が巡る。28

は橋状把手が付く浅鉢。僅かに赤彩が認められる。29も波状口縁の浅鉢。赤彩が施されている。30は 凹部をもつ磨

石。31は側面に磨面をもつ。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号

30     安山坊き    13.46  7.88  4.59  668,0       31

幅  厚さ 重量

2.54  1.61  63.5

材質  長さ  幅  厚さ 重量

靱嚇き   12.62  7.85  5.09  785.0

43)43号土坑 (SK43)(第 36・ 77図 )

調査区の北側、 I区、標高58.97～ 58,99mに 位置し、西側が未調査区域に延びており、北東側は土坑SK30によっ

て切られている。規模は上場長軸2.12m、 短軸 1.35m。 底面長軸 1.93m、 短軸1.14mの 円形を呈する。深さ36.8cm

を測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は 1層から出土してい

る。

77図 1は浅鉢。太い隆帯による楕円形区画文内に爪形文が沿い、さらに区画内はペン先刺突文に波状文が充填す

る。 2は隆帯。 3は沈線区画内に斜行沈線が充填する。 4は V字状隆帯。 5は浅鉢で赤彩が認められる。 6は礫石斧

である。

図版番号  材質   長さ

6  珪質砂岩  8.38

44)44号土坑 (SK44)(第 36・ 78図 )

調査区の北側、 I区、標高59.02～ 59,06mに 位置し、西側の一部が未調査区域に延びており、東側は土坑SK29を

切っている。規模は上場長軸 1。16m、 短軸 1.06m。 底面長軸 1.69m、 短軸1.01mの 楕円形を呈する。深さ99.lcmを

測 り、底面は平坦で、壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 4層からなる自然堆積層む。遺物は下層 3

層から出土している。

78図 1・ 2は同一個体である。波状日縁の山形把手。波頂部は小渦巻きから刻目の隆帯が垂下し、角押文による

枠状区画内に三角形文を配す。 3は隆帯区画に沿って角押文が施文される。 4は隆帯が垂下し、縄の側面圧痕を横位

に施す。 6は ヒダ状圧痕。 7は沈線区画ないに円形刺突文を充填させる。 10は浅鉢で口唇部に凹帯が巡 り、赤彩が

認められる。

45)45兵た上坑 (SK45)(第 39・ 78図 )

調査区の北側、 I区、標高58.78～ 58.80mに 位置し、西側が未調査区域に延びており、南側は土坑SK69に切られ

ている。規模は上場長軸 1.16m、 短軸0.85m。 底面長軸 1.25m、 短軸0.92mの 円形を呈する。深さ63.3cmを 測 り、

底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層 3層から出土して

いる。

78図 1は 口縁部の突起。刻日と角押文が施文される。 2は隆帯に押捺を加え、ヒダ状圧痕。 3は縄文地文に半載
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竹管による平行沈線。 5は浅鉢。 7。 8は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

7   安山岩   12.41 8,09 3.90 516.0

9     務前戻茫手   16.64  11.84  5.71  701.0

9は多孔石である。

図版番号   材質  長さ  幅  厚さ  重量

8    凝灰質砂岩 11.82  6.02  3.97  3720

46)46号土坑 (SK46)(第 39・ 79図 )

調査区の北側、 I区、標高58.64～ 58.76mに 位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸2,25m、

短軸 1.76m。 底面長軸1.99m、 短軸1.66mの 円形を呈する。深さ27.Ocmを 測り、底面は平坦で、北側に柱穴 2本が

穿ってある(P1 60.0× 45.0× 47.2cm、 P2 58.0× (37).OX52.Ocm)。 壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 5層

からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

79図 1は波頂部が双頭状を呈する山形把手を有する深鉢。 2は隆帯区画に沿って角押文が施文される。 3は背割

り隆帯区画内に連続する押捺圧痕文を施す。 8は浅鉢で赤彩が施されている。10は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

10    多で趾けき   17.72  9.12  4.31 1058.0

47)47号土坑 (SK47)(第 38・ 78図 )

調査区の北側、 I区、標高58.59～ 58.89mに 位置し、西側が未調査区域に延びており、東側で土坑SK37を切って

いる。規模は上場長軸1.68m、 短軸 1.18m。 底面長軸1,70m、 短軸1,07mの 円形を呈する。深さ48,Ocmを 測 り、底

面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層 3層から出土してい

る。

78図 1は双頭状の大型把手。 2はヒダ状圧痕◇

48)48号土坑 (SK48)(第 38・ 79図 )

調査区の北側、 I区、標高58.63～ 58.68mに位置し、西側が未調査 EXl域 に延びており、北側は土坑SK39、 南側で

土坑SK421こ切 られ、南東側で土坑SK57を切っている規模は上場長軸 1,33m、 短軸1.23m。 底面長軸 1.51m、 短軸

1.43mの 円形を呈する。深さ57.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 3

層からなる自然堆積層。遺物は中層15層から出土している。

79図 1は環状空中把手。口縁部に沿つて貫通する。胴部は隆帯に沿って角押文が施文される。 2は隆帯による楕

円形区画文に角押文が沿う。 3は刻目のある突起部の上部に浅い波状沈線が巡る。 5は左右盲孔のある突起。 6は縄

文施文された隆帯による楕円形区画文内は平行沈線が沿う。 7は沈線による円形モチーフ。 7は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

7   安山岩  13.76 8,01 5.08 779,0

49)49号土坑 (SK49)(第 39・ 80図 )

調査区の中央、 I区、標高58.57～ 58.66mに 位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.35m、

短軸0,75m。 底面長軸1,48m、 短軸0,85mの 円形を呈する。深さ30.4cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がる袋型。覆土は 3層からなる自然堆積層。中央部が耕作により撹乱を受けている。

80図 1は 口縁部上隆帯に縄文施文。 2～ 4は縄文地文に沈線による区画文、懸垂文。 5は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

5   安山岩   8.43 7.76 466 458.0

50)50号土坑 (SK50)(第 39・ 80図 )

調査区の北側、 I区、標高58,77～ 58.89mに位置し、東側が未調査区域に近び、南側で柱穴が切っている。規模

は上場長軸1.25m、 短軸0,78m。 底面長軸 1.06m、 短軸0.57mの 円形を呈する。深さ12.5cmを測 り、底面は平坦で、
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壁は内傾して立ち上がる。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

80図 1は波状口縁に隆帯による枠状区画文。区画内に波状沈線と角押文を施文する。 2は深鉢の胴部下半。縄文

地文に沈線による上下対象の弧線モチーフ。 3は隆帯懸垂文に角押文が沿う。 4・ 5は 同一個体。縄文地文に隆帯が

垂下し、隆帯に沿つて角押文が施文される。

51)51号土坑 (SK51)(第 39・ 80図 )

調査区の北側、 I区、標高59.18～ 59。25mに位置し、西側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.27m、

短軸0.45m。 底面長軸2.01m、 短軸0.61mの円形を呈する。深さ93.7cmを 測 り、底面は平坦で東側に柱穴が穿って

ある。壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は上層 1層から出土している。

80図 1は縄文地文に平行沈線区画文に、沈線モチーフ。 2は浅鉢の小破片。わずかに赤彩が認められる。

52)52号土坑 (SK52)(第40・ 81図 )

調査区の中央、 I区、標高58.54～ 58,70mに 位置する。規模は上場長軸2.83m、 短軸2.34m。 底面長軸2.57m、 短

軸2.04mの 円形を呈する。深さ50.Ocmを 測 り、底面は平坦で東西に柱穴が穿ってある(P1 29.0× 27.OX15。 4cm、

P244.0× 42.0× 65.5cm)。 壁は外傾して立ち上がるタライ型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層か

ら出土している。

81図 1は橋状把手に爪形文が施文され、日縁部枠状区画文内も爪形文で充填する。 2は円形把手に沿って爪形文

が施文される。 3は縄文地文に有節線文による渦巻文。 6は押捺を加えた隆帯が垂下する。

53)53号土坑 (SK53)(第 40・ 81図 )

調査区の中央、 I区、標高58.43～ 58.56mに 位置し、東側の一部が未調査区域に延びている。規模は上場長軸

1.50m、 短軸1.40m。 底面長軸1.42m、 短軸1.35mの 円形を呈する。深さ26。9cmを測 り、底面は平坦で西側で柱穴

が穿ってある(P135.0× 27.OX21.6cm)。 壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は

1層から出土している◇

81図 1は波状口縁で口縁部に沿つて半我竹管による波状文と二列の角押文が施文される。 2は隆帯による突起。

4は刻目列。 5は貼付隆帯による波状文。 6は打製石斧。図裏面に礫皮面を残置させる。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

6     凝灰サ昔    12.87  6.62  2,45  253,0

54)54号土坑 (SK54)(第 40。 81図 )

調査区の中央、 I区、標高58.46～ 58.52mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.87m、

短軸1.17m。 底面長軸 1.69m、 短軸1.04mの 不正円形を呈する。深さ39.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して

立ち上がる。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は上層 1層から出土している。

81図 1は波状口縁で、日縁部は隆帯区画に沿って角押文が施文される。 2は波状沈線文。 3は沈線による懸垂文。

4は網代痕を残置する。

55)55号土坑 (SK55)(第 40・ 81図 )

調査区の中央、 正区、標高58.45～ 58.54mに位置し、西側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1。94m、

短軸1.22m。 底面長軸 1,75m、 短軸1,12mの 円形を呈する。深さ26.4cmを 測 り、底面は平坦、南東側で柱穴が穿っ

てある(P1 50.0× 40.0× 27.Ocm)。 壁は垂直気味に立ち上がる。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は中層から

出上している。

81図 1は波状日縁で日縁部に沿って角押文が施文される。 2～ 4は縄文地文に懸垂文が垂下する。

7は縄文地文に貼付隆帯による楕円形モチーフを連携する。 8は沈線による連弧文。
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56)56号土坑 (SK56)(第 39・ 82照 )

調査区の北側、 I区、標高58.71～ 58.81mに 位置し、東側が未調査区域に延びており、南西側は土坑SK69を切っ

ている。規模は上場長軸 1.95m、 短軸 1.18m。 底面長軸 1.77m、 短軸1.05mの円形を呈する。深さ33.6cmを 測 り、

底面は平坦でほぼ中央に柱穴が穿ってある(P1 33.0× 32.0× 32.5cm)。 壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土

は 3層からなる自然堆積層。遺物は中層から出土している。

82図 1は波頂部を欠損するもののほぼ完形に近い深鉢。波状口縁を呈する深鉢で、波頂部からV字状隆帯が貼 り

付けられ橋状把手となる。日縁郡から胴部にかけて隆帯懸垂文が垂下する。隆帯に沿つて二列の角押文が施文される。

2は胴部破片。隆帯によるモチーフ。 3は波状口縁。隆帯に沿って角押文が施文される。 4は高まりのある隆帯によ

る楕円形区画文に胴部も横位の隆帯を貼 り付ける。 5は隆帯による波状文。 6は 日縁部上部に沈線による波状文をワ

ンポイントに配する。底部は網代痕。

57)57号土坑 (SK57)(第 38図 )

調査区の北側、 I区、標高58.69～ 58,73里に位置し、北側は土坑SK48に、南西側が土坑SK42を切つている。す

る。規模は上場長軸0,71m、 短軸0.48m。 底面長軸0,60m、 短軸0.36mの 円形を呈する。深さ29.5cmを 測 り、底面

は平坦で、2本のビットが検出できた(P1 27.0× 23.0× 41.O  P2 15,0× 14,0× 11.5)。 壁は外傾して立ち上がる。

覆土は黒褐色土層の単一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

58)58号土坑 (SK58)(第 40・ 83図 )

調査区の中央、Ⅲ区、標高58.28～ 58.40mに 位置する。規模は上場長軸2.17m、 短軸 1.98m。 底面長軸2.1lm、 短

軸1.92mの 円形を呈する。深さ40.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がるタライ型。覆土は 2層か

らなる自然堆積層。遺物は上層から出土している。

83図 1は刻目列。 2は隆帯に沿って角押文が施文される。 3・ 4は同一個体。縄文地文に沈線による波状文、渦

巻きモチーフ。 6。 7は浅鉢。いずれも赤彩が施されている。

59)59号土坑 (SK59)(第 41・ 83図 )

調査区の中央、Ⅲ区、標高58.26～ 58.33mに位置し、南西側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸1.91m、

短軸 1.69m。 底面長軸 1.69m、 短軸1.57mの 円形を呈する。深さ35。9cmを測 り、底面は平坦で東西に柱穴を伴う(P

1 34.0× (25.0)× 16.Ocm、 P2 28.0× 27,0× 25。 2cm)。 壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層からなる自然

堆積層。遺物は上層 1層から出土している。

83図 1は隆帯による楕円形区画に沿つて角押文が施文される。 2は高まりのある隆帯上に刻目が施され、隆帯に

沿って沈線が巡 り、区画内は斜行する沈線が充填する。 3は波状口縁で角押文が沿う。 4も波状口縁。隆帯に沿つて

角押文が施文される。 5も 波状日縁。角押文による区画文。 6は縄文地文に隆帯が施文され、隆帯に沿つて角押文が

施される。11は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

11   安山岩   11,97 6.72 4.49 469.0

60)60号土坑 (SK60)(第 41・ 83・ 84図 )

調査区の中央、Ⅲ区、標高58.33～ 58.49mに 位置し、北側の一部が未調査区域に延びている。規模は上場長軸

2.24m、 短軸2.16m。 底面長軸2.38m、 短軸2.30mの円形を呈する。深さ57.lcmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾

して立ち上がるフラスコ型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

83図 1は大型の波状口縁となる山形把手。隆帯上に縄文施文され、隆帯に沿つて三列の角押文が施文され、波頂

部の円形区画内も角押文が充填する。 2は大型の環状把手が付く。日縁部は2列隆帯によるクランク文。大木 8b式。

3～ 5・ 8は隆帯に沿つて角押文。 7は橋状把手。 9は隆帯に沿つて角押文が巡 り、区画内も角押文を充填させる。

10。 11は ヒダ状圧痕◇ 14は 日唇部に押捺を加える。16は櫛歯状文を垂下させる。 18。 19は浅鉢。わずかに赤彩痕
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が認められる。20は 凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

20   安山岩   12.98 8.36 4.59 601.0

61)61号土坑 (SK61)(第 41・ 84図 )

調査区の中央、Ⅲ区、標高58.31～ 58.36mに 位置する。規模は上場長軸 1.79m、 短軸1.75m。 底面長軸1.72m、 短

軸1.70mの 円形を呈する。深さ39.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる円筒型。覆土は 3層から

なる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

84図 1は大型の山形把手をもつ波状口縁の深鉢。波頂部から刻日のある隆帯が垂下し、口縁部下はやはり刻日の

ある隆帯を波状に区画する。区画内は隆帯に沿って二列の角押文と波状沈線文を充填する。 2は爪形文を区画文に、

区画内は角押文を充填させる。 3は有節線文。 4は二列の角押文。 5は三列の有節線文と波状沈線。 7は浅鉢で赤彩

が施されている。

62)62号土坑 (SK62)(第 26・ 85図 )

調査区の中央、Ⅲ区、標高58.38～ 58.55mに 位置し、側が未調査区域に延びてお り、北側は土坑SKに切られてい

る。する。規模は上場長軸2.09m、 短軸1.09m。 底面長軸2.02m、 短軸1,16mの 円形を呈する。深さ46.7cmを 測 り、

底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

85図 1は縄文地文。

63)63号土坑 (SK63)(第 41・ 85図 )

調査区の中央、 I区、標高58.47mに 位置し、西側が未調査区域に延びており、南側は井戸SE03に 切られている。

規模は上場長軸0.65m、 短軸0.62m。 底面長軸0.57m、 短軸0.53mの 円形を呈するものと推定される。深さ22.Ocm

を測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土

している◇

85図 1は波状口縁の山形把手。日縁部に沿って刻目が巡 り、波頂部から瘤上突起が付く。 2も波状口縁。波頂部

から背割り隆帯が垂下し、区画文となり、隆帯に沿って角押文が巡る。 3は渦巻き状の小ラッパ把手。 4は波状隆帯

上に角押文が施文され、頚部にも角押文が複数施文される。 5・ 6も 隆帯に沿って角押文が施文される。 9は磨面の

みの磨石。

図版番号  材質

9  石英斑岩

64)64号土坑 (SK64)(第 41・ 85図 )

調査区の中央、 I区、標高58.06～ 58.18mに位置し、西側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.98m、

短軸1.09m。 底面長軸2.30m、 短軸1.23mの 円形を呈する◇深さ43.9crxlを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がるフラスコ型。覆土は 8層からなる自然堆積層。遺物は 6。 8層から出土している。

85図 1は隆帯による楕円形区画内に二列の角押文。 2・ 3・ 9は山形把手。隆帯に沿って角押文が施文される。

4は 円形を呈する山形把手。 5は小把手を伴う。幅狭い隆帯区画内に縄の側面圧痕を配する。 6も 縄の側面圧痕文。

7は 口縁部と胴部に角押文による区画文を配し、連携して角押文を垂下させる。8の 口縁部は隆帯による楕円区画文。

11は浅鉢。内外面とも丁寧なヘラミガキが施され、わずかに赤彩の痕跡が認められる。12も 波状口縁の浅鉢。赤彩

が施されている。

65)65号土坑 (SK65)(第 42・ 86図 )

調査区の中央、 I区、標高59.88～ 60.03mに 位置し、西側の一部が未調査区域に延びており、南側は土坑SK61の

底部付近と重複している。規模は上場長軸1.92m、 短軸1.83m。 底面長軸2.20m、 短軸2.10mの 円形を呈する。深さ

46

長さ  幅  厚さ 重量

13.38  8.45  4.89  811.0
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40.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 2層 からなる自然堆積層。遺物は 1層

から出土している。

86図 1・ 2は同一個体。扇状の小把手をもつ。有節線文による区画文に、胴部は隆帯による懸垂文。 3は隆帯に

よる楕円形区画文に沿つて有節線文が巡る。 4は隆帯に沿って沈線区画され、区画内に斜行沈線を充填する。 5は磨

面のみ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

5     安山岩    5.00   8,74  3.53  194.0

66)66号土坑 (SK66)(第 42・ 86図 )

調査区の中央、 I区、標高59,90～ 59。 99mに位置し、北西側で土坑SK65と 底部で重複している。規模は上場長軸

1.69m、 短軸1.56m。 底面長軸 1.65m、 短軸1.53mの 円形を呈する。深さ45.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾

して立ち上がる袋型◇擾土は 2層からなる自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

86図 1は 日縁部破片。隆帯に沿って二列の角押文が施文される。 5は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

5    凝灰質砂岩   9.32   6.93  4.04  332,0

67)67号土坑 (SK67)(第 41・ 86図 )

調査区の中央、 I区、標高59.71～ 59.89mに 位置する。規模は上場長軸2.04m、 短軸1,71m。 底面長軸1.91m、 短

軸1.57mの 楕円形を呈する。深さ24.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層 から

なる自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

86図 1は縄文地文に 3本単位の沈練文が垂下する。 2は縄文地文に半載竹管による沈線文が区画文となる。

68)68号土坑 (SK68)(第 42・ 86図 )

調査区の中央、 I区、標高59.54～ 59.71mに 位置する。規模は上場長軸1.99m、 短軸1,77m。 底面長軸 1.84m、 短

軸1.62mの 楕円形を呈する。深さ29.4cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層 から

なる自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

86図 1は橋状把手をもつ深鉢で、隆帯上に縄文施文される。 2は隆帯上に刻目が施され、胴部は波状沈線が巡る。

4は多孔石である。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

4   安山岩   19,45 13.65 10.681980.0

69)69号土坑 (SK69)(第 39・ 87図 )

調査区の中央、 I区、標高58.64～ 58.80mに 位置し、西側が未調査区域に延びてお り、北側は土坑SK45を切って

いる。規模は上場長軸1.81m、 短軸 1.60m。 底面長軸 1.60m、 短軸1.54mの 円形を呈する。深さ36.lcmを 測 り、底

面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる円筒型。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は上層から出土している。

87図 1は波頂部が多角する山形把手。波頂部に刻目が入 り、口縁部は隆帯による円形区画文。隆帯に沿つて二列

の角押文が施文される。 2は縄文地文に半我竹管による沈線と隆帯が施文される。 5は底部付近の破片。

70)70号土坑 (SK70)(第 42・ 87図 )

調査区の中央、 I区、標高58.39～ 58.41mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 0。 93m、

短軸0.37m。 底面長軸0,71m、 短軸0.28mの円形を呈する。深さ44.3cmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立

ち上がる。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層 2・ 3層から出土している。

87図 1は縄文施文。 2は沈線区画文。
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71)71号土坑 (SK71)(第 42・ 87図 )

調査区の中央、 I区、標高58,42～ 58.46mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 0。 97m、

短軸0.53m。 底面長軸0.78m、 短軸0.45mの 円形を呈する。深さ21.lcmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち

上がる。覆土は 2層からなる自然堆積層。

87図 1は隆帯による楕円形区画文に二列の角押文が沿う。

72)72号土坑 (SK72)(第42図 )

調査区の中央、 I区、標高58.34～ 58.40mに 位置する。規模は上場長軸0.89m、 短軸 0。72m。 底面長軸0.59m、 短

軸0.42mの精円形を呈する。深さ17.8cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は褐色上の単一層

からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

73)73号土坑 (SK73)(第 42・ 87図 )

調査区の中央、 I区、標高58.12～ 58.24mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.47m、

短軸0,75m。 底面長軸 1,90m、 短軸0,91mの円形を呈する。深さ59.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がるフラスコ型。覆土は 8層からなる自然堆積層。遺物は 4・ 5層から出土している。

78図 1は波状口縁で突起を有する。隆帯による区画文に沿って二列の角押文が施文され、さらに区画内に角押文

が配される。 2は隆帯に沿って爪形文が施文される。 3も双頭状を呈する山形把手。爪形文が施文される。 5は V字

状隆帯による楕円形区画文に沿つて角押文が巡る。 6は波状口縁で角押文区画内に波状沈線が巡る。11は 円孔のあ

る浅鉢。赤彩が認められる。12は磨面のみの磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

12     砂岩     14,16  9.56  5.21 1019.0

74)74号土坑 (SK74)(第 42・ 88図 )

調査区の中央、 I区、標高58.37～ 58,40mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸0,70m、

短軸0.22m。 底面長軸0.52m、 短軸0.14mの 円形を呈するものと推定される。深さ25,3cmを 測 り、底面は平坦で、

壁は外傾して立ち上がる。覆土は 4層からなる自然堆積層。

88図 1は隆帯による楕円形区画文に沿つて角押文が施文される。 2は渦巻き状把手。 3は隆帯による楕円形区画

文内に沈線区画文が充填する。

75)75号土坑 (SK75)(第 43・ 88図 )

調査区の中央、 I区、標高58,15～ 58.32mに 位置する。規模は上場長軸2.01m、 短軸1.96m。 底面長軸1.70m、 短

軸1.64mの 円形を呈する。深さ26.4cmを 測 り、底面は平坦、東側で柱穴が穿つてある(P1 35.0× 27.0× 11.8cm)。

壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

88図 1は 山形把手の波頂部から押圧の加えられた隆帯が垂下する。 2は隆帯区画内に有節線文が充填する。 3は

刻目列。 4は無文土器。

76)76号土坑 (SK76)(第 43・ 88図 )

調査区の中央、 I区、標高57.99～ 58,14mに 位置する。規模は上場長軸1.74m、 短軸1.73m。 底面長軸2.05m、 短

軸1.92mの 円形を呈する。深さ46.5cmを 測 り、底面は平坦、東側でサイ ドピットが穿ってある(P1 28.0× 27.0×

20.3cm)。 壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は上層から出土している。

88図 1は幅広い隆帯から渦巻文を派生させ、沈線文を集約させる。新巻類型土器。 2は波状口縁で沈線区画文。

3は波状口縁に沿って角押文が施文される。 4は有節波状線文が巡る。10は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

10      砂岩     15.98  9,47  6.02 1351.0
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77)77号土坑 (SK77)(第 43・ 88図 )

調査区の中央、 I区、標高57.79～ 57.96mに位置し、北側は土坑SK781こ切られている。規模は上場長軸2.40m、

短軸1.98m。 底面長軸2.03m、 短軸1.67mの 円形を呈する。深さ26.4cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち

上がる。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

88図 1は底部が欠損するだけの円筒形を呈した深鉢。口縁部は隆帯の貼付による枠状把手で突出させる。胴部は

縄文地文に貼付隆帯による懸垂文から派生する渦巻文モチーフで、隆帯に沿って沈線が施文される部分と沈線のみに

よってモチーフを抽出する。大木8a式。 2は円孔に沿って渦巻文が施文される山形把手が付き、日縁郡は把手から

派生する隆帯による枠状区画文。日縁部下は縄文地文に貼付隆帯による波状文が施される。 6は多角状把手で隆帯上

に縄文施文し、隆帯に沿つて沈線文が施文される。

78)78号土坑 (SK78)(第 43・ 89・ 90。 91図 )

調査区の中央、 I区、標高57.79～57.98mに位置し、西側が未調査区域に延びており、南側は土坑SK78を切って

いる。規模は上場長軸2.19m、 短軸1,76m。 底面長軸2.43m、 短軸1.90mの 円形を呈する。深さ85。4cmを測 り、底

面は平坦で、壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 6層からなる自然堆積層。遺物は中層 3・ 5層から

出土している。

89図 1は 口縁部の一部と底部を欠損する。日縁部は4単位の枠状区画文に二列の角押文が施文され、頚部を無文帯

とする。胴部も隆帯による枠状区画文内に角押文が巡 り、胴下半部の楕円形区画文には刻目列が施される。 2も 口縁

郡の一部欠損するのみでほぼ完形品。日縁部が角押文による直線文と波状線文が巡 り、胴部は二列の角押文による対

抗するU字状文。 3は波状口縁の深鉢、把手部を欠損している。隆帯による枠状区画文に沿つて角押文が施文され、

頚部も区画文ないは角押文によるモチーフで充填される。 4も 底部を欠損するのみでほぼ完存する。 4単位の山形把

手に波頂郡は縦長の瘤状突起が付く。日縁郡上、頚部、胴部 3段にわたって刻目列が巡り、細い貼付隆帯が垂下する。

5も 回縁部と把手の一部を欠損するのみでほぼ完存する。把手部は太い隆帯によるハー ト状の渦巻文で、隆帯上には

円形刺突文が付く。波頂部から垂下する隆帯は橋状を呈し、連結して胴部区画文となる。胴部区画の隆帯上も円形刺

突文が施され、V字状の波状となる。日縁部は弧状隆帯に沿って角押文が巡り、胴部の区画隆帯にも二列の角押文が

巡る。 6は約半分を欠損するものの、日縁部から底郡まで残存していた。日縁部文様帯は幅狭く、隆帯による枠状区

画文に日唇部は刻日と鋸歯突起が付く。頚部に隆帯と2条の沈線によって区画される。 7は山形把手。隆帯に沿って

二列の角押文が施文される。 12。 13は縄文地文に角押文による楕円形区画文。16は隆帯に沿つて角押文と波状沈線

が巡る。33は波状口縁。44・ 45は浅鉢で、わずかに赤彩が認められる。48は磨面のみ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

48    銭で山姥争   10.08  7.31  5,31  394.0

79)79号土坑 (SK79)(第 44・ 91図 )

調査区の中央、 I区、標高57.51～ 57.69mに 位置し、北側の一部が未調査区域に延びており、東側は土坑SK80に

切られている。規模は上場長軸 1.73m、 短軸 1.51m。 底面長軸 1.68m、 短軸1.59mの 円形を呈する。深さ36.6cmを

測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は上層から出土してい

る。

91図 1は大型の深鉢。日縁部は隆帯により区画され、角押文が施文される。 3は二列の角押文。 7は撥形の打製

石斧。完存品である。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

7     千枚岩    9.69   7.29  1.27  111.0

80)80号土坑 (SK80)(第 44・ 92図 )

調査区の中央、 I区、標高57.44～ 57.69mに 位置し、西側で土坑SK79を切っている。規模は上場長軸2.23m、 短

49



第4節 縄文時代の遺構

軸2.00m。 底面長軸2.17m、 短軸2.07mの円形を呈する。深さ49.3cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上

がる袋型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は 3層 から出土している。90図 1は精円形の枠状把手で橋状を呈

する。

90図 1は枠状を呈した橋状把手。把手上には渦巻文が配される。 2は押捺の加えた隆帯が巡る。 3は 日唇部に縄

文施文され、隆帯には刻目が巡 り、角押文が沿う。 7は大型の浅鉢。隆帯による枠縄文に突起を付す。赤彩が施され

ている。18は磨面のみの磨石。19は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

18  安山岩   6.52 7.78 4.43 289,0    19   砂岩  16.54 8.75 5.87 1283.0

81)81号土坑 (SK81)(第 44図 )

調査区の中央、 I区標高57.65～ 57.72mに 位置する柱穴状を呈する。西側で土坑SK80を切っている。規模は上場

長軸0.72m、 短軸0.601n。 底面長軸0.37m、 短軸0.36mの 円形を呈する。深さ68.3cmを 測る。遺物は検出できなか

った。中世以降に比定される。

82)82号土坑 (SK82)(第 44・ 92図 )

調査区の中央、 I区、標高57.34～ 57.50mに 位置する。規模は上場長軸1.58m、 短軸1.54m。 底面長軸1.40m、 短

軸1,36mの 円形を呈する。深さ21.lcmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層からな

る自然堆積層。

92図 1は 日縁部に隆帯により鍔状に張 り出し、押捺圧痕が加えられている。 2は隆帯による楕円形区画内に波状

沈線が施文される。

83)83号土坑 (SK83)(第 44・ 92図 )

調査区の中央、 I区、標高57.44～ 57.66mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.95m、

短軸1.56m。 底面長軸 1.85m、 短軸1.59mの 円形を呈する。深さ37.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がる袋型。覆土は 6層 からなる自然堆積層。遺物は中層 4層から出土している。

92図 3は隆帯区画文上に縄文施文される。 5は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

5   安山岩   13.88 7.66 4.48 661.0

84)84号土坑 (SK84)(第 44・ 93図 )

調査区の中央、 I区、標高57.23～ 57.36mに位置し、南側で土坑SK85とこ切られている。規模は上場長軸 1.44m、

短軸1.15m。 底面長軸1.25m、 短軸1,00mの 円形を呈する。深さ18.Ocmを測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立

ち上がる。覆土は 2層からなる自然堆積層。

93図 1は押捺圧痕のある隆帯が巡る。 2～ 6は縄文地文に沈線によるモチーフ。

85)85号土坑 (SK85)(第 44・ 93図 )

調査区の中央、 I区、標高57.23～ 57.33mに 位置し、北側で土坑SK84を切っている。規模は上場長軸1.51m、 短

軸 1.36m。 底面長軸 1.44m、 短軸1.40mの 円形を呈する。深さ24.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上

がる袋型。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は上層から出土している。

93図 1は 口縁に沿って角押文が施文される。

86)86号土坑 (SK86)(第45。 93。 94図 )

調査区の中央、 I区、標高57.28～ 57.46mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸2.10m、

短軸 1.34m。 底面長軸 1.93m、 短軸1.24mの 円形を呈する。深さ51.4cmを 測 り、底面は平坦で 3本のサイ ドピット
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が穿ってある(Pl 17.0× 16.0× 143cm、 P2 26.0× 23.0× 2■ Ocm、 P3 27.0× 36.0× 18.3crn)。 壁は内傾して立

ち上がる袋型。覆土は 7層からなる自然堆積層。遺物は 3層から出土している。

93図 1は 4単位の円孔ある山形把手に橋状把手が付く。日縁部は刻目の隆帯が巡る。 2は橋状把手。縄文施文の

隆帯区画に沿つて角押文が巡り、波状沈線が施される。 3は円形および枠状区画文に沿って角押文が巡る。 4は 口縁

部に波状の貼付隆帯。 5は横 S字状隆帯上に縄文施文される◇94図 15～ 19は浅鉢。16は沈線による渦巻文。赤彩が

施されている。17は婉形の完形品。口唇部が月巴厚する。僅かに赤彩が認められる。 18。 19も 婉形を呈し、赤彩がわ

ずかに認められる。

87)87号土坑 (SK87)(第 45図 )

調査区の南側、 I区、標高57.11～ 57.13mに 位置し、柱六状を呈する。規模は上場長軸0.69m、 短軸0.54m。 底面

長軸0,50m、 短軸0.36mの円形を呈する。深さ16.3cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。遺物は検

出できなかった。中世以降に比定される。

88)88号土坑 (SK88)(第 45。 94図 )

調査区の南側、 I区、標高58.42～ 58.46mに位置し、ほぼ中央は撹乱を受けている。規模は上場長軸2.38m、 短

軸 1.55m。 底面長軸2.52m、 短軸1.70mの 円形を呈する。深さ64.8cmを 測り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上

がるフラスコ型。覆土は4層 からなる自然堆積層。遺物は中層2層から出土している。

94図 1は大型の橋状把手をもち、日縁部から胴部に掛けて二列隆帯による渦巻文が施文される。

89)89号土坑 (SK89)(第 45・ 94図 )

調査区の南側、 I区、標高57.75～ 57.81mに 位置し、東側が未調査区域に延びてお り、ほぼ中央で土坑SK97に切

られている。規模は上場長軸1.85m、 短軸 1.18m。 底面長軸 1.62m、 短軸1.03mの 円形を呈する。深さ42.3cmを 測

り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は2層からなる自然堆積層◇

94図 1は波状口縁で、爪形文による渦巻文。胴部は縄文地文に沈線区画文と懸垂文。 2は隆帯区画文。 3は浅鉢。

鍔状に迫り出した隆帯による区画は渦巻文を呈し、区画内は有節線文によるモチーフ。 4は大きく迫り出した枠状把

手に橋状把手が連携する。 9は浅鉢の底部。わずかに赤彩が認められる。

90)90号土坑 (SK90)(第 45。 95図 )

調査区の南側、 I区、標高57.59～ 57.66mに 位置する。規模は上場長軸1.27m、 短軸1.21m。 底面長軸1.20m、 短

軸1.00mの 円形を呈する。深さ39。4cmを測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は褐色土の単一

層からなる自然堆積層。

95図 1は 口唇部に対弧状隆帯を貼付け、胴部は縄文施文に沈線施文。

91)91号土坑 (SK91)(第 45。 95図)                   ｀

調査区の南側、 I区、標高57.35～ 57.39mに 位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.22m、

短軸0.33m。 底面長軸 1.10m、 短軸0.25mの 円形を呈するものと推定される。深さ32.7cmを 測 り、底面は平坦で、

壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

95図 1は波状口縁をもつ大型の深鉢。枠状把手に橋状把手を繋ぐ把手が 4単位配し、日縁部は無文帯。胴部は無

文地に有節沈線による横 S字状文を基調に蛇行文、渦巻文を組み合わせたモチーフ。

92)92号土坑 (SK92)(第 45図 )

調査区の南側、 I区、標高57.85～ 58,03mに 位置し、北東側で土坑SK98に 切られている。規模は上場長軸1.26m、

短軸 1.02m◇ 底面長軸 1,12m、 短軸0,79mの楕円形を呈する。深さ13.3cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立

ち上がる。覆土は褐色土の単一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。
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93)93号土坑 (SK93) (第 46。 96図 )

調査区の南側、 I区、標高57.28～ 57.30mに位置し、西側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.67m、

短軸 0。 92m。 底面長軸 1.39m、 短軸0.82mの円形を呈する。深さ15,Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち

上がる円筒型。覆土は3層からなる自然堆積層。遺物は上層から出土している。

96図 1は縄文地文に背割 り隆帯による渦巻文。 4の浅鉢には赤彩が認められる。

94)94号土坑 (SK94)(第 46。 96図 )

調査区の南側、 I区、標高57.27～ 5731mに位置する。規模は上場長軸2.13m、 短軸2.09m。 底面長軸2.19m、 短

軸2.19mの 円形を呈する。深さ56.4cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 5層 からなる

自然堆積層。遺物は2層から出上している。

96図 1は 口縁部が肥厚する深鉢。日縁部に沿って三列隆帯上に刻目を巡らし、胴部は沈線区画内に波状沈線を入

れる。 2は 口唇部に粘土紐を貼り付ける。4は凹部をもつ磨石。 5。 6は磨面のみの磨石◇

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

4     安山岩    7.44   6.10  4.21  318.0       5      砂岩   10.89  8,73  5。 87  911.0

6   安山岩   6.03  8.04 4.05 298.0

95)95号土坑 (SK95)(第 46・ 96図 )

調査区の南側、 I区、標高57.12～ 57.22mに位置し、西側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸2.23m、

短軸1.24m。 底面長軸1.95m、 短軸1.06mの 円形を呈する。深さ38.4cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がる袋型。覆土は 6層からなる自然堆積層。遺物は中層 4・ 5層から出土している。

96図 1は背割 り隆帯による枠状区画文。

96)96号土坑 (SK96)(第 46図 )

調査区の南側、 I区区、標高57.18～ 57.24mに 位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸1.57m、

短軸0.58m。 底面長軸1.28m、 短軸0.51mの円形を呈する。深さ23.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち

上がる。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。

97)97号土坑 (SK97)(第 45図 )

調査区の南側、 I区、標高57.65～ 57.67mに 位置し、東側が未調査区域に延びており、南側で土坑SK98に切られ

ている。規模は上場長軸0.89m、 短軸0,75m。 底面長軸 1.06m、 短軸 0。 91mの 円形を呈する。深さ31。9cmを測 り、

底面は平坦で、壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかっ

た。

98)98号土坑 (SK98)(第 45。 96図 )

調査区の南側、 I区、標高57.70～ 57.93mに 位置し、東側が未調査区域に延びており、北側で土坑SK97を切って

いる。規模は上場長軸0,94m、 短軸0.57m。 底面長軸0.82m、 短軸0.48mの 円形を呈するものと推定される。深さ

23.8cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層からなる自然堆積層。

98図 1は無文地。

99)99号土坑 (SK99)(第 46。 96図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高57.76～ 57.80mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸0.96m、

短軸0,37m。 底面長軸 1.32m、 短軸0.54mの 円形を呈する。深さ55。7cmを測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がるフラスコ型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している◇
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96図 1～ 3は縄文地文に角押文によるモチーフ。

100)100号 土坑 (SK100)(第 46・ 97図 )

調査区の西側、Ⅲ区調査区の側、区、標高58.18～ 58.37mに 位置する。規模は上場長軸2.43m、 短軸2.41m。 底面

長軸2.24m、 短軸2.20mの 円形を呈する。深さ29.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土

は 3層からなる自然堆積層◇遺物は下層3層から出土している。

97図 1は底部のみを欠損する深鉢◇縄文地文に口縁部は沈線による半円文を配する。 2は隆帯に沿つて角押文を

施文する。 2は押捺圧痕の隆帯による区画文に有節線文を充填させる。 4は隆帯による枠状区画文内に有節線文を沿

う。 5は山形把手部に角押文を施文し、口縁部には爪形文を配する。 6は縄文施文の隆帯に沿つて爪形文が巡る。 7

は口縁部を無文帯とし、頚部は隆帯区画文に沿つて角押文が施文される。 8・ 9も隆帯に角押文が沿う。10は有節

線文によるモチーフ。11は角押文。 12は刻目列。 13・ 14は押捺圧痕の隆帯に、13は角押文が施文される。18は 口

唇部に刻目を入れ、有節線文によるモチーフ。21は浅鉢で赤彩が認められる。22～ 24は 凹部をもつ磨石。25はチャ

ー ト製の石鏃。完存品である。凹基型で、表裏面とも比較的丁寧に剥離調整を施している。26は小型の磨製石斧で

ある。刃部には刃こばれがみられるが、完存品である。表裏および側面に研磨痕が明瞭に残置されている。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量   図版番号  材質  長さ  幅  厚さ 重量

22   安山岩  15.58 8.34 4.52 925.0    23  含角礫砂岩 10.59 10.07 4.12 619.0

24     砂岩     7.08   6.84  3.77  287.0       25    チャ単―卜  2.09   1.21  0.37  785.0

26     砂嚇昔     6.46   2.93  1.49  668.0

101)101号 土坑 (SK101)(第 47・ 96図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高58.00～ 58.1lmに 位置する。規模は上場長軸 1.24m、 短軸 1.15m。 底面長軸0.96m、 短

軸0.89mの円形を呈する。深さ42.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層 からな

る自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

96図 1は 日縁部に沿つて角押文が巡る。

102)102号 土坑 (SK102)(第 47・ 96図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高58.29～ 58.33mに 位置する。規模は上場長軸0,76m、 短軸 0。74m。 底面長軸0.39m、 短

軸0,39mの 円形を呈する。深さ87.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。覆土は黒褐色上の単一

層からなる自然堆積層。中世以降に比定される。

96図 1は半載竹管による沈線文。

103)103号 土坑 (SK103)(第 47・ 67図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高58.25～ 58.34mに 位置する。規模は上場長軸1.21m、 短軸1,08m。 底面長軸0.77m、 短

軸 0。74mの 円形を呈する。深さ45。3cmを測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。覆土は 3層からなる自

然堆積層。遺物は中層2層から出土している。

96図 1は角押文による区画文。 2は半我竹管による沈線文。

104)104号 土坑 (SK104)(第 47・ 98図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高58,35～ 58,41mに 位置し、北側が未調査区域に延びている◇規模は上場長軸 1.28m、

短軸0.34m。 底面長軸 1.26m、 短軸0.47mの円形を呈する。深さ42.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がる袋状。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は下層 3層から出土している。

98図 3は網代痕を残置している。

105)105号 土坑 (SK105)(第 47・ 98図 )
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調査区の西側、Ⅲ区、標高57.93～ 58,14mに位置し、南側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸2.73m、

短軸2.29m◇ 底面長軸1.61m、 短軸1.00mの 不正楕円形を呈する。深さ72.4cmを 測 り、底面は鍋底状で、壁は外傾

して立ち上がる。覆土は 6層からなる自然堆積層。形状、土層状況から判断して風倒木痕と推定できる。覆土中に縄

文土器が出土している。時期は不明である。

106)106号 土坑 (SK106)(第 48,98図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高57.99～ 58.08mに 位置する。規模は上場長軸1.57m、 短軸1.32m。 底面長軸1.28m、 短

軸1,03mの 不正円形を呈する。深さ38.6cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 3層 からなる

自然堆積層。遺物は上層 1層から出土している。

98図 1は有節線文。 2は隆帯が垂下する。

107)107号 土坑 (SK107)(第 48・ 98図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高58.00～ 58,29mに位置し、北側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸2.61m、

短軸1.92m。 底面長軸2.41m、 短軸1.70mの 円形を呈する。深さ29.5cmを 測 り、底面は平坦で南東側にサイ ドピッ

トを伴う(P1 24,0× 22.0× 21.2cm)。 壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層

2層から出土している。

98図 1は 1単位の突出する扁平円形把手。日縁部上は刻目を施し、 3本の沈線を沿う。 2は山形把手。縄文施文

に隆帯に沿つて沈繰が巡る。 3は角押文。 5。 6は波状条線文。 7は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

7   安山岩   12.30 8.18 6.26 807.0

108)108号 土坑 (SK108)(第48・ 99図 )

調査区の中央、Ⅱ区、標高58.03～ 58.1lmに 位置する。規模は上場長軸1.68m、 短軸1.66m。 底面長軸 1.52m、 短

軸1.40mの 円形を呈する。深さ24.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層からな

る自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

99図 1は爪形文。 2は刻目列◇ 3は角押文。 5は磨面のみ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

5     多〔山坊#    6.82   8.58  4.38  128.0

109)109号 土坑 (SK109)(第 48・ 99図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高58.08～ 58.21mに 位置する。規模は上場長軸 1.80m、 短軸1.67m。 底面長軸1.28m、 短

軸1.16mの 円形を呈する。深さ39.9cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 4層からなる自然

堆積層。遺物は 3層から出土している。

99図 1は背割 り隆帯による枠状区画文内に縦位の沈線を充填する。

110)110号 土坑 (SKl10)(第 48。 99図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高57.94～ 57.97mに位置し、南側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.33m、

短軸0,80m。 底面長軸0.98m、 短軸0,67mの円形を呈する。深さ24.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち

上がる円筒型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

99図 1は角押文。

111)111号 土坑 (SKlll)(第 48・ 99図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高58.18～ 58.22mに位置し、北側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.16m、

短軸0.63m。 底面長軸0,85m、 短軸0.46mの隅丸方形を呈する。深さ35.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して
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立ち上がる。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

99図 1は無文地。

112)112号 土坑 (SKl12)(第 49・ 99図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高58.01～ 58.07mに 位置する。規模は上場長軸1.43m、 短軸1.35m。 底面長軸1.19m、 短

軸1.13mの 円形を呈する。深さ58.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる円筒型。覆土は 4層から

なる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

99図 1は隆帯。 2は縄文地文に沈線による平行懸垂文。

113)113号 土坑 (SKl13)(第 49図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高58.09～ 58.13mに 位置する。規模は上場長軸1.09m、 短軸1.03m。 底面長軸0.65m、 短

軸0.52mの円形を呈する。深さ30.4cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層 からな

る自然堆積層。遺物は検出できなかった。

114)114号 土坑 (SKl14)(第 49。 99図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高57.99～ 58.04mに 位置する。規模は上場長軸 1.1lm、 短軸1.10m。 底面長軸0,78m、 短

軸0,75mの円形を呈する。深さ47.lcmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 3層 からなる自然

堆積層。遺物は下層から出土している。

99図 1は平行する沈線間を磨消懸垂文としている。加曽利E3式。

115)115号 土坑 (SKl15)(第 49,99図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高57.84～ 57.87mに位置し、北側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.23m、

短軸0,96m。 底面長軸 1.04m、 短軸0.79mの楕円形を呈する。深さ27.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味立

ち上がる円筒型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

99図 1は縄文地に二列の角押文。

116)116号 土坑 (SKl16)(第 49・ 99図 )

調査区の西側、Ⅲ区、標高55.93～ 56.07mに 位置する。規模は上場長軸1,75m、 短軸 1.65m。 底面長軸 1.68m、 短

軸1.56mの 円形を呈する。深さ21.3cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型◇覆土は 2層 からな

る自然堆積層◇遺物は 1層から出土している。

99図 1はキャリパー形の深鉢。口縁部は沈線による渦巻文。 2は磨消懸垂文。 3は条線文。加曽利E3式。

117)117号 土坑 (SKl17)(第 49。 99図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.20～ 56.27mに 位置する。規模は上場長軸 0。98m、 短軸0.97m。 底面長軸0.82m、 短

軸0.81mの円形を呈する。深さ20.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層 からな

る自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

99図 1は隆帯区画に角押文が沿い、二列の波状角押文が巡る。

118)118号 土坑 (SKl18)(第 50図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高56.27～ 56.35mに 位置する。規模は上場長軸 1,15m、 短軸1.14m。 底面長軸1.05m、 短

軸1.05mの 円形を呈する。深さ17.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味立ち上がる円筒型。覆土は 2層からな

る自然堆積層。遺物は検出できなかった。

119)119号 土坑 (SKH9)(第50図 )
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調査区の西側、Ⅱ区、標高56.57～ 56.60mに 位置する。規模は上場長軸1.54m、 短軸1.47m◇ 底面長軸 1.29m、 短

軸1.20mの 円形を呈する。深さ15.3cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層からな

る自然堆積層。遺物は検出できなかった。

120)120号 土坑 (SK120)(第 50。 99図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.57～ 56.64mに 位置する。規模は上場長軸1.17m、 短軸1.05m。 底面長軸0,96m、 短

軸0.87mの 円形を呈する。深さ15.5cmを 測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層 からな

る自然堆積層。遺物は 1層から出上している。

99図 1は隆帯による枠状区画文内に沿つて縄の側面圧痕を施文する。縦位の隆帯上には刻目が施されている。

121)121号 土坑 (SK21)(第 33・ 100図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高59,24～ 59.27mに 位置し、東側約半分が未調査区域に延び、西側の土坑SK14を切って

いる。規模は上場長軸 1.26m、 短軸0.69m。 底面長軸1.37m、 短軸0.54mの円形を呈する。深さ45,Ocmを 測 り、底

面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 4層からなる自然堆積層。遺物は、覆土中層 2層 中から出土。

100図 1は胴部破片。縄文地文に隆帯による」字状隆帯に沿って角押文が施文される。

122)122号 土坑 (SK22)(第 50。 100図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.01～ 58.25mに 位置する。規模は上場長軸2.35m、 短軸2.17m。 底面長軸2.25m、 短

軸2.001nの 円形を呈する。深さ26.4cmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がるタライ型。覆土は 3層か

らなる自然堆積層。遺物は 1・ 2層から出土している。

100図 1は押捺の加えた隆帯が垂下し、隆帯に沈線が沿う。 3は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

3   安山岩  13.02 9.77 7.061109.0

123)123号 土坑 (SK123)(第 50図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.25～ 58.28mに位置し、南側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.05m、

短軸0,70m。 底面長軸0.66m、 短軸0.53mの 円形を呈するものと推定される。深さ38.Ocmを 測 り、底面は平坦で、

壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 3層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。

124)124号 土坑 (SK124)(第 50。 100図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.04～ 58.12mに 位置する。規模は上場長軸 1.57m、 短軸1.35m。 底面長軸1,63m、 短

軸1.41mの 円形を呈する。深さ33.lcmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 4層からなる

自然堆積層。遺物は 2層から出土している。

100図 1は波頂部に渦巻文を配し、日縁に沿って交互刺突文が巡り、隆帯による横 S字状区画文。 2は突起をもち、

有節線文の区画文。 3～ 6は同一個体。沈線による渦巻文を基調にモチーフを描く。 7は隆帯に沿つて角押文が施文

される。

125)125号 土坑 (SK125)(第 51・ 100図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.16～ 58.22mに 位置する。規模は上場長軸2.50m、 短軸2.39m。 底面長軸2.38m、 短

軸2.18mの 円形を呈する。深さ9.7cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がるが、横断面は不明。覆土は 1

層からなる自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

100図 1は隆帯に沿って角押文が施文される。 2は浅鉢。赤彩が認められる。

126)126号 土坑 (SK126)(第 51・ 100図 )
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調査区の東側、Ⅱ区、標高58.12～ 58.19mに 位置する。規模は上場長軸2.54m、 短軸2.37m。 底面長軸2.41m、 短

軸2.15mの 円形を呈する。深さ2.lcmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がるが、横断面は不明。覆土は 1

層からなる自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

100図 1は無文地。

127)127号 土坑 (SK127)(第 51・ 100図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.31～ 58.41mに 位置し、南側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.58m、

短軸0.49m。 底面長軸 1.85m、 短軸0.52mの 円形を呈するものと推定される。深さ41.5cmを測 り、底面は平坦で、

壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 5層からなる自然堆積層。遺物は中層 2・ 3層から出土している。

100図 2は亥」目列。

128)128号 土坑 (SK128)(第 51・ 101図 )

調査区の東側、 Ⅱ区、標高58.31～ 58.49mに 位置し、南側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸2.53m、

短軸 1.45m。 底面長軸2.30m、 短軸1.38mの 円形を呈する。深さ14.4cmを測 り、底面は平坦で、西側で柱穴 1本が

穿ってある(P1 25,OX19,0× 9.5cm)。 壁は外傾して立ち上がるが、横断面は不明。覆土は 2層からなる自然堆積層。

遺物は 1層から出土している。

101図 1は縄文地文に波状沈線文。

129)129号 土坑 (SK129)(第 51・ 101図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.26～ 58.32mに 位置する。規模は上場長軸1.40m、 短軸1.34m。 底面長軸1.10m、 短

軸1.10mの 円形を呈し、深さ29,9cmを測る。さらにほぼ中央に径55.OX50,Ocm、 深さ63.Ocmの 柱穴が穿ってある。

底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。覆土は 6層からなる自然堆積層。遺物は 1層から出土している◇

101図 とは隆帯に沿つて二列の角押文。 2・ 3は同一個体。縄文地文に二列隆帯による渦巻文。

130)130号 土坑 (SK130)(第 51図 )

調査区の東側、こ区、標高58.43～ 53.48mに 位置する。規模は上場長軸1.41m、 短軸1.37m。 底面長軸1,28m、 短

軸1.23mの 円形を呈する。深さ11.3cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は褐色上の単

一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。

131)131号 土坑 (SK131)(第 52図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.23～ 58.27mに 位置する。規模は上場長軸 1。93m、 短軸1.75m。 底面長軸1.08m、 短

軸1.04mの 円形を呈する。深さ120.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。壁際に沿って柱穴

が穿ってある(P1 24.0× 20,0× 44.lcm、 P2 30.0× 28.OX26.lcm、 P3 39.0× 29.0× 82.4cm)。 覆土は 3層から

なる自然堆積層◇遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

132)132号 土坑 (SK132)(第52図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.58～ 58.59mに 位置する。規模は上場長軸0.67m、 短軸0.35m。 底面長軸0,32m、 短

軸0.18mの円形を呈する。深さ17.9cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層 からなる自然

堆積層◇遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

133)133号 土坑 (SK133)(第 52図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.70～ 58,75mに 位置する。規模は上場長軸1.22m、 短軸0.97m。 底面長軸 1.03m、 短

軸0.79mの 精円形を呈する。深さ27.6cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層 からなる自

然堆積層。遺物は検出できなかった。
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134)134号 土坑 (SK134)(第 52・ 101図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高58.25～ 58.28mに 位置する。規模は上場長軸 1.50m、 短軸1.30m。 底面長軸1.41m、 短

軸1,23mの 円形を呈する。深さ6.6cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は褐色土の単一層から

なる自然堆積層。

101図 1は隆帯に爪形文が沿う。 2は縄文地文に半我竹管による沈線区画文。

135)135号 土坑 (SK135)(第 52・ 101図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高56.76～ 57.10mに 位置し、柱穴状を呈する。規模は上場長軸1.1lm、 短軸0.97m。 底面

長軸0.54m、 短軸 0。48mの隅丸方形を呈する。深さ96.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。覆

土は褐色土の単一土層からなる自然堆積層。中世以降に比定される。

101図 1は浅鉢。わずかに赤彩が認められる。

136)136号 土坑 (SK136)(第 53図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高57.36～ 57.38mに位置し、北側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸0.92m、

短軸0.29m。 底面長軸 0。 75m、 短軸0.22mの 円形を呈するものと推定される。深さ20.8cmを 測 り、底面は平坦で、

壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

137)137号 土坑 (SK137)(第 53図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高57.24～ 57.30mに 位置する。規模は上場長軸1.49m、 短軸 1.37m。 底面長軸 1.32m、 短

軸1.23mの 円形を呈する。深さ14.6cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層からなる自然

堆積層。遺物は検出できなかった。

138)138号 土坑 (SK138)(第 53・ 101図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高57.07～ 57.15mに 位置する。規模は上場長軸1.31m、 短軸1.24m。 底面長軸 1.03m、 短

軸1.01mの 円形を呈する。深さ19,lcmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層 からなる自然

堆積層。遺物は 1層から出土している。

101図 1・ 2は縄文施文。

139)139号 土坑 (SK139)(第 53。 101図 )

調査区の西側、 H区、標高57.01～ 57.08mに 位置する。規模は上場長軸1.58m、 短軸1.54m。 底面長軸1.62m、 短

軸1.61mの 円形を呈する。深さ33.3cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 3層 からなる

自然堆積層。遺物は 1・ 2層から出土している。

101図 1は波状日縁で、円孔を伴う突起上に刺突文と沈線区画文。

140)140号 土坑 (SK140)(第 53図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高56.93～ 57.23mに 位置する。規模は上場長軸1.43m、 短軸1.30m。 底面長軸1.21m、 短

軸1.09mの 円形を呈する◇深さ68,8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がる袋型。覆土は 2層 からなる

埋戻し土層。遺物は検出できなかった。

141)141号 土坑 (SK141)(第 53・ 101図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高56.44～ 56.66mに 位置する。規模は上場長軸1.59m、 短軸1.30m。 底面長軸1.59m、 短

軸1.41mの 円形を呈する。深さ18.8cmを測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 2層か

らなる自然堆積層。遺物は下層から出土している。
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101図 1は両端部に敲打痕を有する磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

1   安山岩   12.20 8.03 5。46 801.0

142)142号 土坑 (SK142)(第 54図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.30～ 56.23mに 位置する。規模は上場長軸1.46m、 短軸1.29m。 底面長軸1.25m、 短

軸1.1lmの 円形を呈する。深さ19。 9cmを測 り、ほぼ中央に径78.0× 65.Ocm、 深さ14.5cmの 掘 り込みがみられる。

壁は外傾して立ち上がる。覆土は4層 からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

143)143号 土坑 (SK143)(第 54図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高55,97mに位置 し、南側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸1.85m、 短軸

0.78m。 底面長軸87.Om、 短軸0.51mの 楕円形を呈する。深さ263.Ocmを 測 り、底面はなべ底状で、壁は外傾して立

ち上がる。覆土は 3層からなる自然堆積層。形状および覆土から判断して風倒木痕と推定される。遺物は検出できな

かった。時期は不明である。

144)144号 土坑 (SK144)(第 54。 101図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高57.03～ 57.08mに 位置する。規模は上場長軸0.99m、 短軸0.85m。 底面長軸0.83m、 短

軸0,71mの 円形を呈する。深さ56.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる円筒型。覆土は 2層 から

なる自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

図 1は凹部をもつ磨石。表裏面および片側面に凹部を有する。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

1   安山岩   13.93 6.75 5.74 55■0

145)145号 土坑 (SK145)(第54図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.59～ 56.63mに 位置する。規模は上場長軸 0。99m、 短軸 0。92m。 底面長軸0.86m、 短

軸0.83mの 円形を呈する。深さ9.5cmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は暗褐色土の単

一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

146)146号 土坑 (SK146)(第54図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.37～ 56.40mに 位置する。規模は上場長軸1.38m、 短軸1.28m。 底面長軸1.25m、 短

軸1.16mの 円形を呈する。深さ15。4cmを測 り、底面は平坦で北側に柱穴が穿ってある(P1 25,0× 24.0× 9,3cm)。

壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は褐色上の単一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。

147)147号 土坑 (SK147)(第54図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高54.75～ 54.89mに 位置する。規模は上場長軸1.14m、 短軸1.13m。 底面長軸1.03m、 短

軸1.00mの 円形を呈する。深さ15.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層 からな

る自然堆積層。遺物は検出できなかった。

148)148号 土坑 (SK148)(第 55図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高54.64～ 54.77mに 位置する。規模は上場長軸1,32m、 短軸1.23m。 底面長軸1.23m、 短

軸1,16mの 円形を呈する。深さ20,3cmを 沢1り 、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は 2層からな

る自然堆積層。遺物は検出できなかった。

149)149号 土坑 (SK149)(第 55。 101図 )
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調査区の西側、Ⅱ区、標高5443～ 54.61mに 位置する。規模は上場長軸1.30m、 短軸1.23m。 底面長軸1.19m、 短

軸1.10mの 円形を呈する。深さ27.4cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は黒褐色土の

単一層からなる自然堆積層。

101図 1は深鉢の底部破片。

150)150号 土坑 (SK150)(第 55図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高54.24～ 54.44mに 位置する。規模は上場長軸1.36m、 短軸1.30m。 底面長軸 1.29rn、 短

軸1.23mの 円形を呈する。深さ40.lcmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる円筒型。覆土は 3層から

なる自然堆積層。遺物は検出できなかったが、縄文時代に比定される。

151)151号 土坑 (SK151)(第 55図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.91～ 56.99mに 位置し、南側で土坑SK152に切られている。規模は上場長軸0,93m、

短軸0,87m。 底面長軸0,78m、 短軸0.68mの長方形を呈する。深さ30.8cmを 測 り、底面は平坦で、西側で柱穴が穿

ってある(P1 39.0× 19.OX16.Ocm)。 壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層 からなる自然堆積層。遺物は検出でき

なかった。中世以降に比定される。

152)152号 土坑 (SK152)(第 55図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高56.78mに 位置し、北側で土坑SK151を切っている。規模は上場長軸1.67m、 短軸

1.42m。 底面長軸 1,29m、 短軸0.70mの隅丸方形を呈する。深さ44.Ocmを 測 り、底面はなべ底状で、壁は外傾して

立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

153)153号 土坑 (SK153)(第 55・ 102図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高56.47～ 56.70mに位置し、北西側で土坑SK152に 切 られている。規模は上場長軸

1。77m、 短軸1.28m。 底面長軸2,02m、 短軸1.71mの 楕円形を呈する。深さ44.7cmを 測 り、底面は平坦で、壁は大

きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は黒褐色上の単一層からなる自然堆積層。

102図 1は隆帯に角押文が沿う。

154)154号 土坑 (SK154)(第 55図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.66～ 56。72mに位置する。規模は上場長軸1,87m、 短軸1.81m。 底面長軸1.78m、 短

軸1.71mの 円形を呈する。深さ14.Ocmを測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がり、横断面形は不明。覆土

は黒褐色土の単一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。

155)155号 土坑 (SK155)(第 56・ 102図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.83～ 56.93mに 位置する。規模は上場長軸1.48m、 短軸1.38m。 底面長軸2.30m、 短

軸2.30mの円形を呈する。深さ91.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は

4層からなる自然堆積層。遺物は中層 2・ 3層から出上している。

102図 1は 日縁部の一部と底部を欠損している。 4単位の山形把手をもつキャリパー形の深鉢・口縁部は隆帯によ

る楕円形区画文に沿って二列の角押文が巡る。胴部は 4単位の隆帯懸垂文が垂下し区画文なり、区画内には二条沈線

による対弧線文が配される。 2は角押文による直線文と波状文が巡る。 3は隆帯に角押文が沿う。 4は隆帯によるY

字状懸垂文が蛇行懸垂文となる。

156)156号 土坑 (SK156)(第 56図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.47～ 56.60mに 位置する。規模は上場長軸2.00m、 短軸1,05m。 底面長軸 1.75m、 短

軸0.87mの長方形を呈する。深さ21.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層からなる自
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然堆積層。遺物は 1層から出上している。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

157)157号 土坑 (SK157)(第 56図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高57.06～ 57.17mに 位置する。規模は上場長軸 1.31m、 短軸0.80m。 底面長軸1.20m、 短

軸0.67mの長方形を呈する。深さ15.3cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は 2層からなる自

然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

158)158号 土坑 (SK158)(第 56図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.94～ 57.02mに 位置し、柱穴状を呈する。規模は上場長軸0.80m、 短軸0.74m。

長軸0.44m、 短軸 0。43mの 円形を呈する。深さ73.5cmを 測 り、底面は丸く、壁はほぽ垂直気味に立ち上がる。

は黒褐色上の単一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

159)159号 土坑 (SK159)(第 56。 102・ 103図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.29～ 58.35mに 位置する。規模は上場長軸1,92m、 短軸1.70m。 底面長軸1.85m、 短

軸1.63mの 円形を呈する。深さ22.9cmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がるが、横断面形は不明。覆

土は 2層からなる自然堆積層。遺物は下層 2層から出上している。

102図 1・ 2は同一個体。波状口縁で重層沈線。赤彩が施されている。 3は日縁部が縄の側面圧痕。頚部が隆帯に

より区画され、角押文が施文される。 5は押捺圧痕の隆帯。 7は隆帯に沿って角押文が施文される。 10は体部の一

部を欠損している深鉢。日縁部横 S字状の隆帯を貼付突起とし、口縁部上に押捺を加えた隆帯がめぐる。 11は縄文

地文に半載竹管によるモチーフ。12は押捺を施した隆帯が垂下する。13は深鉢底郡。網代痕を残置する。14は棒状

磨石。

図版番号  材質

14   安山岩

面

土

底

覆

長さ  幅  厚さ 重量

13.52  4.65  4.05  334.0

160)160号 土坑 (SK160)(第 56・ 103・ 104図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.27～ 58,30mに 位置する。規模は上場長軸2.18m、 短軸2.12m。 底面長軸2.42m、 短

軸2.30mの円形を呈する。深さ30,lcmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 2層か

らなる自然堆積層。遺物は下層 2層から出土している。

103図 1は隆帯による精円形区画文に沿つて二列の角押文が施文される。 2は枠状文に有節線文。 3は隆帯に二列

の角押文が沿う。 4の 口縁部は爪形文が施文され、太い隆帯による枠状区画文。 5は波状口縁で押捺圧痕の隆帯。

9・ 10は大型の深鉢胴部破片。縄文地文に二列の貼付隆帯による渦巻きを伴う区画文。14は磨面のみの磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

14    石F英攻助き   8.69   8.85  4.04 417.0

161)161号 土坑 (SK161)(第 57図 )

調査区の東側、Ⅱ区、標高58.25～ 58,27mに 位置する。規模は上場長軸1.05m、 短軸1.00m。 底面長軸 0。93m、 短

軸0.87mの円形を呈する。深さ16.4cmを測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。覆土は 2層からなる自

然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

162)162号 土坑 (SK162)(第 57・ 104図 )

調査区の東側、 Ⅱ区、標高58.27～ 58.28mに位置し、北側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸2.23m、

短軸1.17m。 底面長軸2.31m、 短軸1.23mの 円形を呈する。深さ34.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち

上がるフラスコ型。覆土は 6層からなる自然堆積層。遺物は中層 3,4層 から出土している。

104図 1・ 2は爪形文に、胴部は沈線による波状区画文。 3は大型波状口縁の浅鉢。わずかに赤彩が認められる。
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163)163号 土坑 (SK163)(第 57・ 104図 )

調査区の東側、 Ⅱ区、標高58.12～ 58.23mに 位置する。規模は上場長軸1.95m、 短軸 1.65m。 底面長軸1.87m、 短

軸1.65mの楕円形を呈する。深さ42.8cmを 測り、底面は平坦で柱穴が4本穿ってある(P1 22.0× 20.0× 17.Ocm、 P

2 33.0× 27.0× 5,8cm、  P3 32.0× 22.OX38.Ocm、  P4 33.0× 29.0× 15,5cm)。 壁は内傾して立ち上がる。覆土は

3層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

104図 1は刻目の施された隆帯に沿って角押文が施文される。 3はヒダ状圧痕◇

164)164号 土坑 (SK164)(第 57,104図 )

調査区の中央、 Ⅱ区、標高58.23～ 58.26mに 位置する。規模は上場長軸2.01m、 短軸1.96m。 底面長軸2.27m、 短

軸2.22mの円形を呈する。深さ46.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 5層か

らなる自然堆積層。遺物は中層 3層から出土している。

104図 1は交互刺突文が巡 り、赤彩が認められる。 2は日唇部に円形刺突文が施文される。 3は隆帯に沿つて二列

の角押文が施される。 4は浅鉢で隆帯による円形文。赤彩が認められる。

165)165号 土坑 (SK165)(第 57・ 105図 )

調査区の中央、Ⅱ区、標高58.20～ 58.28mに 位置する。規模は上場長軸 1.671n、 短軸1.53m。 底面長軸1.44m、 短

軸1.37mの 円形を呈する。深さ39.6cmを 測 り、底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる円筒型。覆土は 2層 から

なる自然堆積層。遺物は下層 2層から出土している。

105図 1は把手部に縄文施文。 2は爪形文。

166)166号 土坑 (SK166)(第 57・ 105図 )

調査区の中央、 H区、標高57.87～ 57.99mに 位置する。規模は上場長軸1,77m、 短軸 1.65m。 底面長軸1.88m、 短

軸1.87mの 円形を呈する。深さ35。9cmを測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 3層 か

らなる自然堆積層。遺物は 1層から出土している。

105図 1は無文地。

167)167号 土坑 (SK167)(第 58・ 105図 )

調査区の中央、Ⅲ区、標高57.18～ 57.25mに 位置する。規模は上場長軸2.09m、 短軸 1.83m。 底面長軸2.34m、 短

軸2.13mの円形を呈する。深さ42.3cmを 測 り、底面は平坦で、壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は

4層からなる自然堆積層。遺物は中層 2層から出土している。

105図 1は 日縁部内側が突出する。角押文による区画内に隆帯による波状文。 2は口唇部に押捺を施し波状とする。

3は角押文によるモチーフ。 4は角押文にヒダ状圧痕。 5は浅鉢で隆帯による枠状区画。赤彩が僅かに認められる。

168)168号 土坑 (SK168)(第 58図 )

調査区の西側、 Ⅱ区、標高56.58～ 56.61mに 位置する。規模は上場長軸0,90m、 短軸0,80m。 底面長軸0.74m、 短

軸0.63mの円形を呈する。深さ18.Ocmを測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は褐色土の単

一層からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。中世以降に比定される。

169)169号 土坑 (SK169)(第 58。 105図 )

調査区の中央、 Ⅱ区、標高57.34～ 57.76mに 位置する。規模は上場長軸1.99m、 短軸 1,70m。 底面長軸2.19m、 短

軸1.88mの 円形を呈する。深さ62.5cmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 4層か

らなる自然堆積層。遺物は中層 3層から出土している。

105図 1は縄文施文された隆帯の楕円形区画文。隆帯に沿って角押文が施文される。 2は爪形文。 3はヒダ状圧痕◇

62
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4は浅鉢。内面に隆帯による渦巻文。 5は凹部をもつ磨石。

図版番号  材質   長さ  幅  厚さ 重量

5      砂岩     9.82   5,48  3.20  271.0

170)170号 土坑 (SK170)(第 58。 105図 )

調査区の中央、Ⅱ区、標高57.07～ 57.1lmに 位置する。規模は上場長軸 1,77m、 短軸 1.56m。 底面長軸 1.97m、 短

軸1,77mの 円形を呈する。深さ36.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は褐色土

の単一層からなる自然堆積層。

105図 1は 日縁部に沿つて刻目列が巡り、角押文が平行する。 2も縦位の角押文。 3は隆帯に沿つて有節線文が巡

り、ヒダ状圧痕。 5は押捺圧痕のある隆帯区画文。

171)171号 土坑 (SK171)(第 58・ 105図 )

調査区の中央、Ⅱ区、標高57.09～ 57.14mに 位置する。規模は上場長軸1.72m、 短軸 1.60m。 底面長軸 1.73m、 短

軸1.62mの 円形を呈する。深さ35.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 2層か

らなる自然堆積層。遺物は 2層から出土している。

105図 1は大型の双頭状山形把手。波頂部から刻目にある隆帯が垂下し、区画内は半載竹管の沈線が沿う。 2は押

捺圧痕が施された隆帯が区画文となる。 3は隆帯に沿つて角押文が巡る。

172)172号 土坑 (SK172)(第 58・ 106図 )

調査区の中央、Ⅱ区、標高56.90～ 56.94mに 位置する。規模は上場長軸1.81m、 短軸 1.78m。 底面長軸 1.60m、 短

軸1.58mの 円形を呈する。深さ23.8cmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる円筒型。覆土は2層からなる

自然堆積層。遺物は1層から出土している。

106図 1は 日唇部に二列の角押文が巡り、口縁部は押捺圧痕の隆帯。 2は表裏面とも隆帯による枠状区画文。 3は

隆帯に二列の角押文が沿う。 4は隆帯に沿って沈線文が巡る◇ 6は浅鉢。 8は網代痕を残置している。

173)173号 土坑 (SK173)(第 59図 )

調査区の西側、Ⅱ区、標高56.42～ 56.46mに 位置する。規模は上場長軸 1.47m、 短軸1,02m。 底面長軸 1,10m、 短

軸0.73rlaの 楕円形を呈する。深さ29.Ocmを 測 り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は褐色土の単一層

からなる自然堆積層。遺物は検出できなかった。

174)174号 土坑 (SK174)(第 59・ 106図 )

調査区の北側、 I区、標高58.58～ 58.63mに位置し、東側が未調査区域に延びている。規模は上場長軸 1.13m、

短軸0.66m。 底面長軸 1,00m、 短軸0.57mの 円形を呈するものと推定される。深さ23.9cmを測 り、底面は平坦で、

壁は大きく内傾して立ち上がるフラスコ型。覆土は 6層からなる自然堆積層。遺物は中層 3層から出土している。

106図 1は 日縁部の一部を欠損している。口縁部に小突起をもち、口縁部に爪形文を巡らせ、角押文が沿う。頚部

に二列の角押文と波状角押文が区画文とし、角押文と蛇行角押文が懸垂文として垂下する。 2は波状口縁で、突起部

には刻目がある。縄文地文に沈線によるモテーフを描く。
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Ќ
“
〉
雨
Ｎ
卜
軍
く
―
□

。０
刊
望
型
翼

い́
く
姿
δ
ゝ
驚

Ќ
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物
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1 黒掲色土(10YR3/2)
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

2 暗褐色土(lCIYR3/3)
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

3 暗掲色上(10YR3/4)
ローム粒子 ロームブロックを多く含み、綿まりがあり、粘性にとむ。

4 にぶい黄褐色■(lllYR4/3)
ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子 ロームブロックを多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 暗褐色土(10YR3/3)
2褐色土(10R4/6)
3褐色■(10R4/4)

SK16           SK26  ~B′

/
/

//SK21

1 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3黄褐色■(10YRS/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4暗褐色■(10YR3/4) ローム粒子 ロームブロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

::埋尾と里肝忠霜う8) 目二会揺軍宅多長庭魯み智嘉笠び余払bⅢ雑糧たとも。
7暗掲色土(10YR3/41  ローム粒子 日―ムフロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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第34図 土坑SK15。 16・ 21・ 25。 26。 36実測図



第4節 縄文時代の遺構
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1 黒褐色主(10YR2/3) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 暗掲色上(10YR3/3) ローム粒子を多く合み、締まりがあり 粘性にとむ。
3掲色■(10R4/6)   ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒掲色主(10YR3/2) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 暗掲色上(10YR3/3) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 暗掲色土(10YR3/4) ローム粒子 ロームプロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4 にぷい責褐色土(10Y随た)ロ ーム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
5掲色土(10R4/4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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i 黒褐色土(10YR3/1)
?黒 掲色土(10YR3/2)
3店 褐色土(10YR3/9)

1 黒掲色主(iOYR3/つ
2黒褐色

=(iOYR9/2)3黒褐色■(iOYR2/3)
4黒褐色土(10YR9/2)
5暗褐色土(iOYRe/3)
6褐色主(iOR4/0)

向―ム粒子を多く合み 締まりがあり お性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり 粘性にとむ。
日―ム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
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第35図 土坑SK17・ 18・

68

SK23

黒掲色■(10YR3/2)ロ ーム粒子を多く合み、締まりがあり,粘性にとむ。
黒褐色■(10YRν l)ロ ーム粒子を多く合み 締まりがあり,粘性にとむ。
褐灰色土(10YRVl)ロ ームV■子を僅かに合み、締まりがあり、お性にとむ。
灰責場色■(10燎 4/2)ロ ーム粒子 ロームフロックを多く含み 締まりがあり

粘性にとむ。
黒掲色土(10VR3/1)ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり、お性にとむ。
にふい責福色■liOVR4 elロ ーム粒子を多■に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

i 黒掲色主(10YR3ρ )ロ ーム粒子を多く合み 締まりがあり、お性にとむ。
2褐色土(iOR4/4)  ローム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。
3掲色■(iOR4/6)  ローム粒子を多く含み、怖まりがあり 粘性にとむ。
4暗褐色土(10YR3/a)ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり 粘性にとむ。
5黄褐色土(10YR5/0)コ ーム粒子を多二に含み Imま りがあり 粘性にとむ。
6 にぷい責掲e■10VR4ね )ロ ーム粒子を多

=に
合み 締まりがあり、猫性にとむ。

19。 20。 22・ 23実測図

(1/50)
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1 掲灰色土(10YR4/つ  ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐灰色土(10YR4/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

A5810

ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子 ロームフロックを多く含み、締まりがあり

油性にとむ。                    〇

第■章 検出された遺構と遺物
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-― A′

黒掲色■(10YR2/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

掲色■(10R4/4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

黒掲色■(10YR2/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

黒掲色■中OYR3/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

黒掲色■(10YR3/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとも。

褐色土(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

ｍヽ
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〇
ミ
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1 暗褐色土(10YR3/4)
2 暗褐色土(10YR3/4)

3 暗掲色土(10YR3/3)
4褐色土(10R4/6)

5 黒掲色土(10YR3/2)

1 黒褐色土(10YR2/2)
2 掲灰色土(10YR4/1)
3灰黄褐色■(10YR4/2)

4褐灰色■(10YR4/1)
5 にぶい責掲色土(1∝R4/3)

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子 ロームブロックを多く含み、締まりがあり

粘性にとむ。
日―ム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
日―ム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子・ロームフロックを多く含み、締まりがあり

粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり
2黒揚色土(10YR3/1) 日―ム粒子を多く合み、締まりがあり、
3掲色上(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、
4掲と土(10R4/4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、

、粘性にとむ。

粘性にとむ。

粘性にとむ。

粘性にとむ。
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1 黒揚色土(10YR3/2)
2 黒褐色土(iOYR3/1)
3 暗掲色土(10YR3/4)

第36図 土坑SK24・ 27・ 28・ 29。 30,43・ 44実測図
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第4節 縄文時代の遺構

A59.40 1 暗褐色土(lllYR3/3)
ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

2 暗掲色土(10YR3/4)
ローム粒子 ロームブロックを多く含み 締まりがあり、
粘性にとむ。

3 黒褐色土(10YR3/1)
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

4 黒褐0土 (10YR3/2)
ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

5褐色土(10R4/4)
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

6 暗褐色土(10YR3/41
ローム粒子 ロームフロックを多く合み、締まりがあり、
粘性にとむ。

7 黒掲色土(iOYR3/2)
ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

8掲色土(10R4/4)
ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

9褐色土(10R4/6)
ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

SK31

1 黒褐色土(10YR9/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり 粘性にとむ。
2 暗掲色土(10W寂 9/つ   ローム粒子 ロームブロックを多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。
3 掲色土(10YR4/6)  ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

, 暗掲色土(10YR3/4)
2掲色土(10R4/4)

ローム粒子 ロームプロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

♯

1 掲色主(10R4/6)   ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 暗褐色土(10Y寂 3/3) ローム粒子を多く合み 締まりがあり、粘性にとむ。
3 黒掲色土(10Y庶 3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4 暗掲色土(10YR3/3)  ローム粒子を多く合み 締まりがあり、粘性にとむ。
5 黒掲色■(10YR3/2) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
6 黄褐色■(10YR5/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

第37図 土坑SK31・ 32・ 33。 34・ 35実測図
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1 黒褐色土(10YR3/つ   ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 暗褐色■(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子を僅かに合み 締まりがあり、粘性にとむ。
4掲色■(10R4/6)   ローム粒子を多く含み 縮まりがあり、粘性にとむ。

(1/50)



第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

一一B′

I 黒掲色土(10YR2/2) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 にぶい責褐色■(10YR4/8)ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 灰黄褐色土(10YR4/2)ロ ーム粒子 ロームブロックを多く含み、締まりがあり、

粘性にとむ。

黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

黒掲色土(10YR3/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

にぶい黄褐色土(10VR73)ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり 粘性にとむ。
にぷい費褐色土(10YR73)ロ ーム粒子 鹿沼軽石粒を僅かに含み、締まりがあり、

粘性にとむ。
黒掲色土(10YR3/1) ローム粒子を多く含み 締まりがあり 粘性にとむ。

, 黒褐色土(10YR3/り
2 黒褐色土(iOYR3/2)
3 掲色■(10R4/4)
4掲 色■(10R4/6)

ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとる。
ローム粒子を使かに含み 締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。

＼
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、

A壼皇°°

1 黒掲色土(10YR3/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 暗褐色上(10YR3/3) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 黒掲色土(10VR3/2) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
4暗掲色■(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
5 にぶい黄掲色■90VR4/3)ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
6褐色■(10R4/41    ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
7 黄褐色■(10YR5/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
8黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を多く含み 綿まりがあり、粘性にとむ。
9黒褐色土(10YR2/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
10黒褐色土(iOYR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
11褐色上(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
12暗掲色土(10YR3/4) ローム粒子 ロームプロックを多く合み 締まりがあり、粘性にとむ。

13褐色土(10R76)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

14暗掲色■(10YR3/3) ローム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。
15暗楊色土(10YR3/41  ローム粒子 ロームブロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
16黒傷色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、綿まりがあり、粘性にとる。

1 黒掲色上(10YR3/2) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
4 にぶい黄掲色■90WR73)ロ ーム粒子 鹿沼軽石粒を僅かに合み、締まりがあり 粘性にとむ。

第38図 土坑SK37・ 38・ 39,40。 42・ 47・ 48・ 57実測図
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第4節 縄文時代の遺構

1 黒掲色土(10YR3/つ  ローム粒子を多く含み 締まりがあり、
2 黒掲色土(10YR3/2) 日―ム粒子を僅かに合み、締まりがあり
3黄掲色土(10YR5/6) ローム粒子を多量に合み、締まりがあり
4 掲色土(10M/6)   コーム粒子を多く含み、締まりがあり、

粘1と にとむ。

、粘性にとむ。

、粘性にとむ。

粘性にとむ。

Aこ望°°

ローム粒子を多く含み 締まりがあり お性にとむ。
ローム粒子 ロームブロックを多く合み 締まりが
あり お性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く合み 締まりがあり、th性 にとむ。
ローム粒子を多く合み 締まりがあり、お性にとむ。

1 掲色■(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2暗掲色上(10YR3/4) ローム粒子 ロームブロックを多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
3黄掲色土(10YRS/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 掲色上(10R4/6)   ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2暗褐色上(10YR3/4) ローム粒子 ロームブロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 黒楊色■(10YR3/1) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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1 黄褐色■(10YR5/6) ローム粒子を多長に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色上(10R4/6)   日―ム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

第39図 土坑SK41,45,46。 49・

72
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物
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SK54

1 黒褐色上(10YR3/1) ローム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。
2褐旬土(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 黒褐色上(iOYR3/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 暗掲色■(10YR3//4) 日―ム粒子を多量に含み、締まりがあり

2 にぶい黄掲色土(10VR5/4)ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり、

第40図 土坑SK52・ 53・ 54・ 55・ 58実測図

SK53

1 黄褐色土(lCIYR5/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色土(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3暗褐色土(10YR3海) ローム粒子 ロームフロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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A豆望°°

1 暗掲色■(10YR3/4) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 黒褐色■(10YR3/4) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3黒掲色■(10YR3/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

粘性にとむ。
粘性にとむ。

SK52

-― A′

1 黒掲色土(lllYR3/1) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2暗掲色土(10YR3/41  ローム粒子 ロームプロックを多く含み、締まりがあり、

にとむ。
3 黒色土(10YR2/1)  ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり 粘性にとむ。
4褐色土(10R4/4)   「l― ム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
5黒掲色土(10YR3/1) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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第4節 縄文時代の遺構

①

1 黒褐色■(10YR3/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり
2 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり

A5860

‐`
A′

粘性にとむ。
粘性にとむ。
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SK61

i 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり 粘性にとむ。
2 にぶい責掲色土(10YR5カ )ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 黒褐色土(10YR2/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

Atte 70

1 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2黒掲色■(10YR2/9) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3黄褐色■(10YR5/6) ローム粒子を多量に含み、絡まりがあり、粘性にとむ。
4褐色主(10R4/6)   ローム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。

――A′

1 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに合み 締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色土(10R4/4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
9 暗掲色土(10YR3/3) ローム粒子を多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。
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i 黒褐色上(10YR3/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2掲色■(10R4//4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 黒掲色上(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4黒掲色上(10YR2/3) ローム粒子を多く合み 締まりがあり、粘性にとむ。
5褐色■(10R4μ)   ローム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。
6 暗褐色上(10YR3/4) ローム粒子を多量に含み 締まりがあり、粘性にとむ。
7褐色土(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 にぷい責褐色■(lCIYR4/3)ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 黒掲色上(10YR2/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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第41図 土坑SK59。 60・ 61・ 63・ 64・ 67実測図
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A5770

1 黒褐色土(10Y庶 3/1) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。

2黒褐色土(10VR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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SK68

〇
吋
ｑ
団
∩

― A

SK66

1 黒褐色土(10YR2/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、
2黒掲色土(10YRe/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、

1 黒色■(lClyR2/1)  ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり
2黒掲色■(10VR2/2) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり

SK72

格性にとむ。
粘性にとむ。

、粘性にとむ。
、粘性にとむ。

1 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み 締まりがあり、粘性にと0。

2 暗掲色土(101R3/41  ローム粒子を多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。
3黄褐色土(10漁5/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4掲色土(10R4/41    ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 暗褐色土(10VR3/4) ローム粒子を多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2掲色土(10R74)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

2暗褐色■(10WR3/41  ローム粒子を多量に合み、締まりがあり
粘性にとむ。

9 暗掲色上(10VR3/3) ローム粒子を多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。

4黒掲色上(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

5黄褐色上(lCIYR5/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

6暗褐色上(10YR3/4) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

7暗褐色■(10YR3/3) 日―ム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

8掲色土(10R4/4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

第42図 土坑SK65:66・ 68・ 70。 71・ 72・ 73・ 74実測図

A′

1 黒褐色■(10YR3/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、

粘性にとむ。

i 黒掲色土(10YR3/2)
2黒褐色土(ltlYf13/1)

3褐色土(10R4/4)
4暗掲色土(10YR3/41

ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
日―ム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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第4節 縄文時代の遺構
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1 黒掲色土(iOYR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 責褐色土(10YR5/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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1 黒掲色土(10YR3/1) ローム粒子を多く合み、
ρ 暗掲色土(10YR3/3) ローム粒子を多景に含み
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締まりがあ り、粘性にとむ。

、締まりがあ り、粘性にとむ。
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1 掲色上(10R4/4)

2黒掲色土(10YR3/2)

3 暗褐色土(10YR3/3)

1 暗掲色土(10YR3/3)

2黒褐色土(10YR3/1)

3黒掲色土(lCIYR2/2)

4黄掲色土(10YR5/6)

5黒掲色土(10YR3/2)

6黒褐色土(10YR3/1)

ローム粒子を夕く含み、
締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を僅かに合み、
締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多量に含み、
締まりがあり、粘性にとむ。

「l― ム粒子を多く含み、
締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く合み、
締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多量に合み、
締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多畳に含み、
締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を僅かに含み、
締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、
締まりがあり、粘性にとむ。

第43図  土坑SK75。 76,77。 78実測図
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物
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1 黒掲色土(10YR3/1) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

2 暗褐色土(10YR3/41  ローム粒子を多量に合み 締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり 粘性にとむ。

2 暗掲色上(10YR3/4) ローム粒子を多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。

3 黒褐色土(10YR2/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

4黄褐色土(10YRツ6) 日―ム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

5暗掲色土(10YR3/4) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒掲色上(10YR2/3) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

2暗褐色上(10YR9/3) 日―ム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

SK83
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〇
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』
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1 黒掲色■(10YR3/1) ローム粒子を僅かに合み
2暗掲色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、

、締まりがあり、粘性にとむ。

締まりがあり、粘性にとむ。

黒掲色■(10YR3/1) ローム粒子を多く合み、絡まりがあり、粘性にとむ。

黒褐色■(10YR2/21  ローム粒子を多畳に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

黒掲色■(10YR3/2) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

暗褐色■(10VR3/3) ローム粒子を多二に含み、締まりがあり 粘性にとむ。

黒褐色土(10YR2/3) ローム粒子を多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。

黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

57 80         sK84          ___B′

1 黒褐色土(lCIYR3/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

2黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり 粘性にとむ。

1 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

つ 暗褐色土(ltlYR3/3) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘1生 にとむ。

―
ｌ
ｍ

第44図 土坑SK79・ 80・ 81・ 82・ 83・ 84・ 85実測図
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第4節 縄文時代の遺構

A5780

b       b

A5740        _A′  ∞

1 黒褐色士(10YR3/2) ローム粒子を多景に含み 締まりがあり、粘性にとむ。
2黒褐色■(10VR3/1) ローム粒子を多長に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 黒掲色■(10YR3/2) ローム粒子を多員に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4黒褐色■(10YR2/3) ローム粒子を多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。
5 暗掲色■(10YR3/3) ローム粒子を多量に含み 締まりがあり、粘性にとむ。
6 暗掲色止(10YR3/4) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
7 にぷい黄褐色上(10YR4/3)ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

SK87

∞ヽ

―
―
―

SK86

SX88

1 黒褐色土(10YR3/2)
2褐色土(10R4/6)

3黒褐色土(10YR3/1)ロ ーム粒子を多量に合み、締まりがあり、消性にとむ。
4褐色土(10R4/6)  ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

〇
喝
廻
呵
ｍ

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2掲色土(10R74)  ローム粒子を多く含み 締まりがあり 粘性にとむ。
3 暗褐色■(10YR3/3)ロ ーム粒子を多量に合み、締まりがあり 粘性にとむ。
4黄褐色■(10YR5/6)コ ーム粒子を多星に含み 締まりがあり、粘性にとむ。 ヨ畳信:罫罷4聾患ヨ:ζ二彊参緻傘多チ懲群塾評釣 ―一C′

SK90
1 黒楊色土(10YR3/2)
2暗 褐色土(10YR9/4)
3黄 褐色土(10YR5/6)
4褐 色土(iOR4/6)

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

A重≧80

第45図  土坑SK86。 87・ 88。 89。 90,91・ 92・ 97・ 98実測図

(1/50)

2m



A亜ヱ60

第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

SK96

漣
1才/多義

1 黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり
2黒褐色■(10YR2/3) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり
3褐色土(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、

、粘性にとむ。

、粘性にとむ。

粘性にとむ。

B5750

A5660 一 A′

添
i 黒BB色土(10YR3/1) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、
2黒褐色土(10YR2/a) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり
3 暗褐色土(10YR3/4) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、
4 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、
5褐色土(10R4/4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、
6黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり

粘性にとむ。

、粘性にとむ。

粘性にとむ。

粘性にとむ。

粘性 にとむ。

、粘性 にと0。

1 黒掲色土(10YR3/2)
2暗掲色土(iOYR3/3)
3掲色土(10R4/41

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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A5800

SK99

-― A′

1

2

一

1 黒褐色土(10VR3/1)  ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 暗褐色土(10VR3/3)  ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 黒掲色土(10YR2/2)  ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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第4節 縄文時代の遺構

B―
― B′

――A′    sK102

①

ぼ
　
　
　
　
０３

1 黒褐色■(10喩3/2) ローム粒子を僅かに含み、
2黒掲色■(10YR3/1) ローム粒子を多畳に含み、
3黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、

1 暗褐色土(10YR3/4) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色土(10YR4μ )  ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3掲色土(10R4/6)   ロームプロックを多量に含み、締まりがあり、格性にとむ。
4褐色土(iOYR4/6)  ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2黒褐色土(10YR3/リ   ローム粒・ロームプロックを多く含み、締まりがあり、粘性にと0。

3黒褐色土(10YR2/2) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4黒掲色土(10YR3/1) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
5褐色土(10YR4/4)  ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
6 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

〇
ヾ
．倒
判
＜

① 十 IⅧ

a軍2
| 亀‰

Atte60__B′   SK101

1 黒褐色土(iOYR3/2) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2黒褐色土(IOYR3/1) 日―ム粒子を多最に合み、締まりがあり、粘性にとむ。

B――

B笙
璽≧50 ――B′

絡まりがあ り、粘性にとむ。

絡まりがあ り、粘性にとむ。

締ま りがあ り、粘性にとむ。

B5830

Aう堅70

SK104

-― A′

①

ｌ
ｌ

ハド送翌50

第47図 土坑SK101・ 102・ 103。 104・ 105実測図
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――A′

レ ス K光
1 黒褐色土(10VR3/1) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2黒褐色上(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3掲色土(10R4/4)   ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

B―

第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

一 B′

〇
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―
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A58.30 ――A′

SK106

l__/
藝

B垣塁00

1 黒褐色土(10VR3/2) ローム粒子を僅かに含み
2暗褐色土(10YR3/4) ローム粒子を多く含み、

|

Aa8.10

∂ 竜

A5850

1 黒褐色土(10漁3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

2暗褐色土(10YR3/4) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

3掲色土(10Rγ4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

B恒奎⇒0

＞
回
解
Ｏ
ｏ

―
―
＞
、

SK108

-B′

∞
回
陣
嗚
〇

ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く合み、絡まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

SK109

, 黒掲色■(iOYR3/り  ローム粒子を僅かに含み、44ま りがあり、粘性にとむ。
2 暗褐色■(iOYR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3 にぶい黄褐色土(10YR4/3)ロ ーム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4掲色土(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

錦
|

― A′

、締まりがあ り、TI性にとむ。

締まりがあ り、粘性にとむ。

SKl10

-A′

∞ヽ
―
―

1 黒褐色土(ltlYR3/1)
2黒福色土(10YR3/2)
3 暗掲色土(10YR9/41

i 黒褐色主(10YR2/ρ )

2暗褐色土(10YR3/3)
3褐色土(10R4/41
4暗福色土(10YR3/4)

―

∞

第48図 土坑SK106。 107・ 108 109・ 110・ 111実測図
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第4節 縄文時代の遺構

― A′

1踵|

石

//⌒ ゞ

毛
昌1奪

|

1 黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3暗掲色土(10漁3/4) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

A翌 0
― A′  sKl16

1 にぷい責褐色土(10YR4/3)ロ ーム粒子を多とに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2黒掲色土(10YRЭ /1) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。

, 灰黄掲色上(10VR4/2)ロ ーム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 にぷい質褐色■90漁 4/3)ロ ーム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

A適皇20
――A′   SKl15

Ｉ
Ｉ

ｍ

A5830

諷 舅 |
醇

藤
＼3＼＼ 2/∠

ぎ＼ざ子塩

1 黒褐色土(10VR2/2) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 暗掲色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。
3黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4掲色土(10YR4/4)  ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

A5820
― A′  sKl14

【>＼＼1

SKl13

磁

AこQ40         __A′

― A′

SKl12

1 黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2黒褐色土(10Y贈/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、格性にとむ。
3褐色■(iOYR4/4)  ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
4掲色土(10YR4/6)  ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

ｍヽ

ｌ
ｌ
ｌ

〇
∞
９
卿
∞

―
ｌ
ｍ

SKl17
1ッ /1

1 黒掲色上(10YR3/1) ローム粒子を多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2掲色■(10YR4/6)  ローム粒子を多く合み、絡まりがあり、粘性にとむ。

♀         1         子
m第49図 土坑SKl12・ 113・ 114・ 115,116。 117実測図
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

― B′

SKl19

-B

B5680 ― B′

, 黒褐色土(10YR2/3) ローム粒子を多量に含み
2褐色土(10W14/6)  ローム粒子を多く合み、

、締まりがあり、粘性にとむ。
締まりがあり、粘性にとむ。

― B′  SK120

粘性にとむ。
粘性にとむ。

B5680

i 黒褐色土(101R2/3)
2褐色土(10YR4/6)

B塁40

Bど堅≧30

強

ｏ

ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

>
|

SK122

_B′

SK124

-B′
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|

く
―
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〇
膵
ｄ
嘲

＜<

B亜80

1 褐色■(10YR4/4)  ローム粒子を多く合み、締まりがあり
2褐色■(10YR4/6)  ローム粒子を多く合み、締まりがあり

―
―
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∞
回
甲
伽〇

―
―

∞

1 黒掲色土(10YR2/2) ローム粒子 ロームフロックを多量に合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を多量に含み、綸まりがあり、粘性にとむ。
3褐色土(10YM/6)  ローム粒子を多く含み 締まりがあり、粘性にとむ。

一 B′

A豆ヨ40

SK123

-A′

議

1 暗掲色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、
2 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、
3褐色■liOYR4/6)  ローム粒子を多く含み、

締まりがあり、粘性にとむ。
締まりがあり、粘性にとむ。
締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒掲色土(iOYR3/2) ローム粒子を多く合み、
2黒褐色土(10YR2/3) ローム粒子を多く含み、
3褐色土(10R4/4)   ローム粒子を多く含み、
4褐色土(10YR4/6)  ローム粒子を多く含み、

締まりがあり、粘性にとむ。

締まりがあり、粘性にとむ。

締まりがあり、粘性にとむ。

締まりがあり、粘性にとむ。
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第4飾 縄文時代の遺構

A―

A聖 °
SK126

1 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
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SK125

1 黒褐色土(10YR3/2)

第51図 土坑SK125。 126。 127・ 128・ 129。 130実測図

84

ローム粒子を多く含み、綿まりがあり 粘性にとむ。

SK130

-― A′

1 黒掲色■(iOYR3/1) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

SK127

1 黒掲色土(10YR3/1) ローム粒子を多く合み、
2暗掲色■(10YR3/3) ローム粒子を多く合み、
3黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子を多く合み、
4暗掲色■(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、
S暗掲色■(10YR3/4) ローム粒子を多く含み、

締まりがあり、粘性にと0。

締まりがあり、粘性にとむ。
締まりがあり、粘性にとむ。
締まりがあり、粘性にとむ。
締まりがあり、粘性にとむ。

1 暗褐色土(10VR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

SK129

-― A′

∞
陣
ｐ
Ｎ
Ｏ

―
―
―
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1 掲色土(iOR4/4)
2褐 色土(10R76)
9褐 色土(10R4/4)
4暗 掲色土(10YR3/3)
5黒 掲色土(10VR3/2)
6黒 褐色土(10YR2/2)

ローム粒子 ロームブロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

2m
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一 A′

｀``
C′

c堅 0

1 黒褐色■liOYR3/D  ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色土(10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2黄褐色上(10YR5/6) ローム粒子を多量に合み、綿まりがあり、粘性にとむ。

1 黒褐色■(10YR3/1) ローム粒子を多く含み、
2掲色土(iOR4/6)   ローム粒子を多く含み、

B≦型≧50

ス
  BΞ8 90            _B′

A―

, 黒褐色土(10YR9/2) 日―ム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色土(10R4/41    田―ム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

SK132

あ

あ

が

が

締

締
粘性にとむ。
粘性にとむ。

SK134

-― B′

A57.10

― A′

SK135

-―A′

1 暗掲色土(10YRν 3) 日―ム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

―

＞
、

第52図 土坑SK131・ 132・ 133・ 134・ 135実測図
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第4節 縄文時代の遺構

SK136

-― A′

1 黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を多く含み、
2褐色土(iO翻ノ6)   ローム粒子を多く含み、

締まりがあ り、粘性 にとむ。

締まりがあ り、粘性 にとむ。

SK137

-B′

ローム粒子 ロームブロックを多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

==A′ SK139

ｍ

１
１

ｌ

ｍ

1 褐色■(10R4/4)
2褐色■(10R4/6)

あ

A至二50

, 褐色土(iOR4/4)
2褐色■(iOR4/6)

―一A′

SK138

ローム粒子 ロームフロックを多く含み、納まりがあり
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

粘性にとむ。

∞ヽ

―
―

A登≧1°

B/

BI丞」90

1 暗褐色土(1 0h l19/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、
2 黒褐色土(10YR3/1) 日―ム粒子を僅かに含み、締まりがあり

♀        _ 1         子
m

(1/50)

1 黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2暗褐色土(iOYR3/4) ローム粒子を多く含み、絡まりがあり、粘性にとむ。
3黄褐色土(iOYRr。 /6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

//´
B′

①

＼

AEE 20

第53図 土坑SK136・ 137

86

1 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2協色上(10R4/4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

巌
|

SK140

SK141

-B′

粘性にとむ。

、粘性にとむ。

―

＞
、

―
―
＞
、

138・ 139。 140。 141実測図



第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

遡 0

SK143

-―A′

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

―
―

∽
赫_ 1

転

‰
2臨

SK142

1 黒掲色土(10YR2/2)
2黒色土(10YR2/1)
3黒褐色土(10漁 3/1)1 黒掲色土(10YR2/2) ローム粒子を多く含み、

2黒掲色■(10YR3/2) 日―ム粒子を多く合み、
3 にぶい黄掲色t1101R4/3)ロ ーム粒子を多く含み、
4褐色土(10R4/41    ローム粒子を多く含み、

締まりがあり、粘性にとむ。
締まりがあり、粘性にとむ。
締まりがあり、お性にとむ。
締まりがあり、粘性にとむ。

①
　
　

　

４
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一
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評
鰯

＞
口
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1 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
2暗褐色土(10YR3/41  ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

― A′

SK145

1 暗褐色土(10YR3/4) ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

R   A塁 ≧°0    
｀

― A′

, 褐色土(iOR4/4)

第54図 土坑SK142。 143

SK146

-―Aタ

1

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

144。 145・ 146・ 147実測図

SK147

-=A′

1 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色土(10R4/4)   ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

キ

(1/50)
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第4節 縄文時代の遺構

∞ヽ

―
―

旨
|

|

SK149

1 黒褐色土(lCIYR3/2)

― A′

SK148

SK150

A54.70

ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2暗褐色土(10YR3/4) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

A5460 一―A′

⑦
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‐Ｉ
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ｍヽ

ｌ
ｌ

SK151

-B′

さ＼/C′

|

ザ

/

/｀＼`
D′

1 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色土(10R4/4)   ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
3暗掲色土(10YR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

SK151,152,153

Bこと10 _B′  cttα
90 ―一C′

D5700

i 黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色土(10R4/4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

――D′

1 黒褐色土(10Y庶 3/1) ローム粒子を僅かに含み

第55図 土坑SK148。 149。 150・ 151

88
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SK154
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締まりがあり、粘性にとむ。

・152・ 153・ 154実測図 2m
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

SK156

―
―
∞

A57.20

BttE40

1 黒掲色土(10YR3/2)
2 暗褐色土(10YR3/3)

1 黒褐色■(10YR3/1) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色ま 10R4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 黒褐色■(10VR3/2) ローム粒子を俵かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2 黒褐色■(10YR3/1) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
9 暗褐色土(10VR3/3) ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4黄褐色土(10YR5/6) ローム粒子を多量に合み 締まりがあり、粘性にとむ。

Ｏ

Ｂ．

①

／

＜
イ

SK159

ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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A Q)一 A′
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蜘

A57 20   erj         
誘
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― A′
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駐
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1 黒掲色■(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2褐色■(10ぷ【ヽ)   ローム粒子を多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。

|

フ́´́´́´
     2

SK158

Bど
聖≧50

SK160

1 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、44ま りがあり、粘性にとむ。
2褐色■liOR4/4)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、精性にとむ。

0
I            I

くヽ
、

第56図 土坑SK155。 156・ 157・ 158・ 159・ 160実測図
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第4節 縄文時代の遺構

B」≧」50 ~B′
  SK161

ローム粒子 コームブロックを多く合み、
締まりがあり、粘性にとむ。
ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

1 掲色土(10R4/4)

2褐色土(10R4/6)

SK162

黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
褐色上(iOR4/6)   ローム粒子を多く含み、締まりがあり、粘性にと0。

暗褐色■(10YR3/41  ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
黒褐色■110YR3/2) 日―ム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
にぶい責褐色■(10YR4/0)ロ ーム粒子を夕く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
明黄褐色■(10YR7/6)ロ ーム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。

②
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箇
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一一A′

1 黒褐色主(10YR3/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり
2貢褐色■(10YR5/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり
3 黒褐色■(10YR2/2) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり 物

ヽ

Ⅲ

|一 A′

2
1

茎

SK164
粘性にとむ。
粘性にとむ。
粘性にとむ。

1 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子を建かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2暗掲色土(lCIYR3/41  ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
3黄褐色土(10YR5/6) ローム粒子を多量に含み、締まりがあり、粘性にとむ。
4褐色土(10R4/41    ローム粒子 ロームプロックを多く合み、締まりがあり 粘性にとむ。
5黒掲色土(llly13/2) ローム粒子を佳かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。
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1 褐色土(10R4/4)   ローム粒子・ロームブロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。
2暗褐色土(10YR3/4) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり 粘性にとむ。

第57図 土坑SK161・ 162・ 163。 164・ 165。 166実測図
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

＞
ロ
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＼①
〒⑪

七

A登。80

1 黒褐色土(10YR3/2J  ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

ρ 褐色虫 10R4/4)   ローム粒子・ロームブロックを多く含み、締まりがあり、粘性にとむ。

3黒褐色■liOYR3/2) ローム粒子を偉かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。

4黒褐色■(10YR2/3) ローム粒子を建かに含み、綿まりがあり、粘性にとむ。

|

B5740
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SK167
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B5730 ~~B′
   SK171
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１
，
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、 AttZ 30

1 暗褐色■(10W鳴 /41  ローム粒子を僅かに含み、綿まりがあり、粘性にとむ。
2黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
3暗掲色土(10YR3/4) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。
4黒 IB色■(10YR3/2) ローム粒子を僅かに合み、締まりがあり、粘性にとむ。

>

1超

B5710

1 黒褐色土(10YR3/1) ローム粒子を僅かに含み、締まりがあり、粘性にとむ。

2褐色上(10R4/4)   ローム粒子 ロームブロックを多く合み、締まりがあり、粘性にとむ。
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第58図 土坑SK167・ 168。 169,170・ 171・ 72実測図
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第4節 縄文時代の遺構
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第4節 縄文時代の遺構
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第4節 縄文時代の遺構
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第4節 縄文時代の遺構
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第4節 縄文時代の遺構
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第5節 平安時代の遺構と遺物

第 5節 平安時代の遺構 と遺物

1)住居跡S102(第 108～ 110図 )

調査区の西端、Ⅱ区に位置する。立地する標高は54.55～ 54,93mの緩傾斜面で、規模は南北軸長3.43m、 東西軸

長3.72mを 測 り、主軸方位はN-22° 一Wを示す。平面形はほぼ正方形を呈する。カマ ドは北壁中央に設置されて

おり、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は3.2～ 35.5cmを測る。床面はほぼ平坦で、多量のローム粒・ローム

ブロックを混入した褐色土を敷きつめ、貼床にしていた。貼床は、カマ ド前面から住居の中央部が顕著であったが、

ほぼ全面硬化面が確認できる。柱穴はカマ ド前面に径31.0× 38,Ocm、 深さ16.8cmの 円形で、支柱穴であろう。なお、

壁溝は検出されていない。覆土は 3層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

カマ ドは北壁のほぼ中央に設置され、遺存状況は比較的良好である。北壁面を50,Ocm楕 円形状に掘 り込んで煙道

部としている。規模は焚口部から煙道郡までの長さ103.Ocm、 検出された両袖間の最大幅108.Ocm、 袖部溝築材は

灰白色粘土で構築されている。火床部は長65,Ocm、 短径60.Ocm、 深さ3cmの 円形を呈し、底面は被熱による赤化硬

化している。カマ ド覆土は 2層 に分層しているが、燃焼部床面には 2層黒褐色土が堆積し、その上部から煙道部下層

にかけて 1層黒褐色土層が堆積する。

住居掘形はほぼ全体を深さ4～ 8cm前後にわたり掘削していた。貼床はローム粒 。ロームブロックを多量に含む

褐色上である。

遺物は土師器・高台付邦。須恵器・イ、甕が出土している。遺物の出土量は全体的に少なく、いずれもカマ ド周縁

の床面直上で出土している。

1・ 2は土師器・高台付杯である。ロクロ成形で、内面は入念なヘラミガキの後、黒色処理が施されている内黒土

器である。 3は須恵器・ IThで、ロクロ成形である。 4・ 5は甕の破片である。 4は底部破片で、底部周縁はヘラケズ

リで整形されている。 5は 日縁部が大きく外反し端部で摘まみ上げられている。外面は縦位のタタキ調整。内面はナ

デ整形。これらはいずれも 9世紀代に比定される。

第 6節 中世以降の遺構

1)井戸跡SE01(第 110図 )

調査区の東側、Ⅱ区に位置し、立地する標高は58.00～ 58.07mの ほぼ平坦郡。規模は長径1.44m、 短径1.24mを測

り、平面形はやや東西に長い楕円形を呈する素掘りの井戸である。壁面は検出面から105。Ocmま で外傾して立ち上が

り横断面が漏斗状を呈し、中位以下径0,74XO.80mの 円形でほぽ垂直気味の筒状に掘り込まれている。壁面には明瞭

な掘削痕は認められず、比較的丁寧に造られている。なお湧水のため底面まで完掘することができなかったが、湧水

層までは検出面から120cmである。同じく覆上の土層観察も湧水の関係で120cmまでである。少なくとも上層はレ

ンズ状堆積を示す自然堆積である。

2)井戸跡SE02(第 110図 )

調査区の東側、Ⅱ区に位置し、立地する標高は57.76～ 57.80mの ほぼ平坦郡。規模は長径1.39m、 短径1,37mを測

り、平面形は円形を呈する素掘りの井戸である。壁面は検出面から110.Ocmま で外傾して立ち上がり横断面が緩い漏

斗状を呈し、中位以下径0,98× 0.99mの 円形でほぼ垂直気味の筒状に掘り込まれている。壁面には明瞭な掘削痕は認

められず、比較的丁寧に造 られている。なお湧水のため底面まで完掘することができなかったが、湧水層までは検出

面から115cmである。同じく覆土の土層観察も湧水の関係で150cmまでである。少なくとも上層はレンズ状堆積を

示す自然堆積である。

3)井戸跡SE03(第 110図 )

調査区の中央 I区に位置し、未調査区域の延びており、北側で土坑 S K63を切っている。立地する標高は58.38～

58.48mのほぼ平坦部。規模は長径 1.90m、 短径1.50mを 測 り、平面形はほぽ円形を呈する素掘りの井戸である。壁

面は検出面から150.Ocmま で外傾して立ち上がり横断面が漏斗状を呈し、中位以下径 1.42× 1.41mの 円形でほぼ垂直

気味の筒状に掘り込まれている。壁面には明瞭な掘削痕は認められず、比較的丁寧に造られている。なお湧水のため

底面まで完掘することができなかったが、湧水層までは検出面から150cmで ある。同じく覆上の上層観察も湧水の

関係で150cmま でである。少なくとも上層はレンズ状堆積を示す自然堆積である。
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4)井戸跡SE04(第 110図 )

調査区の中央Ⅱ区に位置し、立地する標高は56.60～ 56.65mの ほぼ平坦部。規模は長径2.13m、 短径1,71mを測り、

平面形はやや東西に長い楕円形を呈する素掘 りの井戸である。壁面は検出面から30.Ocmま で外傾して立ち上がり横

断面が漏斗状を呈し、中位以下径1.37× 1,76mの楕円形でほぼ垂直気味の筒状に掘り込まれている。壁面には明瞭な

掘削痕は認められず、比較的丁寧に造 られている。なお湧水のため底面まで完掘することができなかったが、湧水層

までは検出面から170cmである。覆土はレンズ状堆積を示す自然堆積である。

5)井戸跡SE05(第 110図 )

調査区の中央Ⅱ区に位置し、立地する標高は56.68～ 56.77mの ほぼ平坦部。規模は長径1.88m、 短径1.58mを測 り、

平面形は南北に長い精円形を呈する素掘 りの井戸である。壁面は検出面から40.Ocmま で外傾して立ち上がり横断面

が漏斗状を呈し、中位以下径 0。99× 1.33mの楕円形でほぽ垂直気味の筒状に掘 り込まれている。壁面には明瞭な掘削

痕は認められず、比較的丁寧に造られている。なお湧水のため底面まで完掘することができなかったが、湧水層まで

は検出面から150cmである。同じく覆土の土層観察も湧水の関係で150Cmまでである。少なくとも上層はレンズ状

堆積を示す自然堆積である。

6)井戸跡SE06(第110図 )

調査区の中央Ⅱ区に位置し、立地する標高は56,78～ 5.81mの ほぼ平坦部。規模は長径0.78m、 短径 0。77mを測り、

平面形は小型の円形を呈する素掘りの井戸である。壁面は検出面から20.Ocmま で外傾して立ち上がり横断面が漏斗

状を呈し、中位以下径0,67× 0.67mの 円形でほぼ垂直気味の筒状に掘 り込まれている。壁面には明瞭な掘削痕は認め

られず、比較的丁寧に造られている。なお湧水のため底面まで完掘することができなかったが、湧水層までは検出面

から120cmである。同じく覆土の土層観察も湧水の関係で120cmまでである。少なくとも上層はレンズ状堆積を示

す自然堆積である。

(小川 和博)
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第110図  井戸跡SE01・ 02,03・ 04・ 05・ 06実測図
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第Ⅲ章 まとめ

1.は じめに

西塙遺跡における今回の調査では、遺構よび文化層の確認はできなかったものの旧石器時代の剥片が出土している。

そして主となる縄文時代中期の住居跡 1軒・有段堅穴建物 4軒・土坑152基。平安時代の竪穴住居跡 1軒。中世以降

に比定される井戸跡 6基、土坑20基。その他風倒木痕 2基である。とくに縄文時代の遺構および遺物量の豊富さで

は他の時期を圧倒している。しかも時期は中期中葉を主体に後半期においてはわずかな遺構・遺物を検出しただけで

あった。これは既に第 1次調査というべき一昨年度に実施した隣接する地区との様相とは全く異なることを意味して

いる。すなわち第 1次では古く縄文時代前期前半大木 1式期段階から晩期大洞 B式段階まで幅広い時期を知ることが

でき、主となる時期も大木 8b、 9a式期から中期末葉、後期前半期の称名寺式期・綱取式段階まで長期間にわたり

安定した遺構・遺物を検出しているのに対し、今回ここでは大木 7b式期をはじめとし、大木 8a式、阿玉台Ⅱ～Ⅳ

式段階が主体となり、大木 8b式期は極端に少ないという比較的短期間の居住域であったことを示しているからであ

る。距離にして100mに満たない同じ地続きの段丘上で、緩傾斜面の高位面が今回実施した箇所であり、下位面で丘

陵縁辺部が前回調査区である。このことは谷部や山部といった見た日明瞭な景観に関係なく、時期における明確な住

み分け、土地の区画が行われていたことが想定される。将来部分的にでも中間区域の学術調査を実施するのも意義が

あろう。

2.有 段堅穴建物 について

縄文時代の遺構のうち注目されているひとつが 「有段式堅穴住居」「有段式堅穴遺構」等と呼称されている有段竪

穴建物跡である。縄文時代中期中葉から後半にかけてとくに東部関東地方においてみられる特別な遺構である。これ

は床面が上下三段に掘 り窪められた建物で、今回S103・ 04・ 05・ 06の 4軒を確認することができた。しかし、この

なかでS104は 二段床面の上床部を確認できていない。しかし、すでに確認面において上床部が削平されたものと判

断したからである。まず掘形がしつかりしていること、形状が長方形を呈していること、炉跡を検出できないこと、

さらに出土遺物の少なさなどが有段竪穴建物とした根拠になっている。他の 3軒は二段床面であることはもちろん、

炉の設置がないなどS104で検証した条件を一応備えている。ここで問題はS106と 呼称した重複建物である(第 111図 )。

明確な貼 り壁は確認できなかったが、壁溝の埋戻し、貼床行為が明瞭であることから新旧が判明した。旧建物跡は上

床部の外周、東西軸 5。 72m、 南北軸6.50mの 隅丸方形。下床部外周東西軸3.71m、 南北軸4.50mの ほぼ方形を呈し、

柱穴は下床部の4本隅柱である。新期外周は旧有段竪穴の外周南隅を起点に東側方向へ0,35m、 北側方向へ1.50m拡

張し、東西軸6.28m、 南北軸7.91mを 測る隅丸長方形。また下床部もやはり南隅を起点に東側方向へ0.22m、 北方向

へ1.10m拡 張し、東西軸4.07m、 南北軸5,97mの 長方形である。面積では約12.5∬、 1.4倍前後の拡張となろう。な

お、新期下床部の北西隅が掘り込まれて大きく歪んでいる。調査当初から壁面の状態が堅緻ではないことから北壁の

一部が崩落したものではないかと判断した。掘形調査で30cm程内側に壁溝が検出できたことからも傍証可能であろ

う。また柱穴もやはり下床部の4本隅柱で、起点となった南隅には建て替えによる柱穴が集中していた。こうした拡

張という有段堅穴建物としてはたいへん特異な形態をもつと同時に、出土遺物も特徴的である。まず出土土器も多く、

阿玉台正式から大木 8b式期と幅がみられるが、阿玉台Ⅳ式から大木 8b式期にかけて比定してよいであろう。また

こうした土器のほかに多量の磨石類が検出されたことである。今回の調査では磨石類の出土は突出している。石器素

材の供給地は眼下の那珂川であり、その量は無尽蔵である。石材の選択も安山岩と砂岩に集中しており、とくに作業

痕として磨面のみの磨石が日立つことはこうした有段竪穴建物の機能を示唆することになる。

3.土 坑 について

縄文時代の土坑は152基確認された。時期的にみて幅広 くはなく、阿玉台Ⅱ式期から阿玉台Ⅳ式期、大木 8a式期

に集中している。日立たないが第 1次調査の主林でもあった大木 8b式期もみられ、また加曽利E3式の土坑も確認

されている。大半の土坑は円形を呈し、壁面が内傾するフラスコ型もしくは袋型である。ここでも例外なく壁面が奥
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第111図 有段竪穴S106新 旧実測図 0            2m
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深く掘削されるフラスコ型が古く、若干掘り込みのある袋型が新期となる。いうまでもなくフラスコ型土坑では完形

もしくは完形に近い深鉢の出土が多く、土坑SK73を典型とする。阿玉台Π式と大木 8a式の土器が出土している。

なお、ここで注目しておきたい土坑として土坑SK01がある(第 112図 )。 調査区の中央部に位置する径2m前後のや

や大型のフラスコ型土坑である。確認面が耕作による撹乱を受けており、深さ50cmほ どであるが、本来はその倍以

上の lmを超えることは確かであろう。問題はこの覆土から火炎土器の1/4個体が出土したことである。底部から口

縁部に至るまで復元実測することができ、県内においても良好な資料のひとつとなった。報文中でも記載したとおり、

大きさは日径29.Ocm、 器高31,8cm、 底径16.Ocmを測る。口縁部が内彎するキャリパー形を呈し、日辺部に環状把

手、日縁部下にも袋状突起を伴う橋状把手が付く。口辺部には鋸歯状突起が巡 り、胴上部の隆帯横 S字状文や懸垂文

には刻目が施されている。火炎中期段階に相当するものと判断した。この出土位置は底面から37.5cm浮 いた第一次

埋没土上面である。しかし、この第一次埋没土が山形にならずほぼ平坦を呈していることから土坑廃絶後、時間を空

けないで土器の廃棄行為が行われた結果であろうと推定した(小チ
「
1他2005)。

4.収 束

前回の第 1次調査と比較して、同一丘陵上にもかかわらず、とくに居住区域の住み分けが行われていたことが判明

した。これは住居跡だけではなく、それに伴う土坑の配置も明瞭に区画されていた。全体の様相はあくまでも未調査

区域が広いことから即断はできないとしても、緩傾斜面の高位面が古期で、低位面が新期であることは明らかである。

またそれは同時に有段竪穴建物の位置関係と相関的な様相を呈している。すなわち、高位面の外縁をこの有段竪穴建

物が占め、その内側に土坑群を集中させる。その後、集落は土坑の構築と伴に河川に近い段丘縁辺部である低位面ヘ

と移動していく。この河川側がより長期にわたる集落構成を維持していくのに対し、今回調査した高位面では集落の

中心部であったにもかかわらず、短期間で終焉してしまうという遺跡の動態をここにみることができる。

(/1ヽ ナII禾日中専)
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要

　

約

縄文時代中期中棄から後葉にかけての拠点的集落である。本調査区は昨年の継続調査で大規模

集落であることが改めて確認された。今回集落の北側限界が把握できた。ここでは、竪穴建物

5軒検出され、土坑群の周縁に展開しており、なかでも有段竪穴建物4軒の発見は特筆される。

また土坑の多くはフラスコ型を呈し、土坑底面から完形に近い土器が多数出土している。この

他に今回確認された縄文集落の周囲には、いわゆる離れ国分と称される平安時代の住居跡1軒

と井戸跡を含む中世居住跡が検出された。
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